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は じをめ に

茅野市には300以上 もの遺跡が発見されていますが、その多くが縄文時代の中でも中期

と呼ばれる時期のものです。それらの遺跡の多くは八ケ岳山麓の中でも標高1,000m前後

に位置しており、その代表的な遺跡が国の特別史跡に指定されている豊平地区の尖石遺

跡です。

永年、地権者の皆さんや地元の方々の理解 と熱意によって、保存されてきましたが、

近年の開発はついに尖石遺跡の周辺にも及んできました。そこで、茅野市は、このすば

らしい郷土の文化遺産を保存し、後世に受け継 ぐべ く昭和62年度から国・県のご援助を

いただき、尖石遺跡の公有地化を行い、平成 2年度からは引続き記念物保存修理事業 (環

境整備)に着手しました。

記念物保存修理事業 (環境整備)の一環として行われている試掘調査は、尖石遺跡の

整備計画を作成していく上での基礎的な調査 として実施されているものであります。

その試掘調査 も今年度で 7年 目となりました。調査では縄文時代の住居址11軒 を含め、

18の遺構が検出されました。遺構の検出数は例年よりも少ないものの、尖石遺跡の集落の

解明のためには欠かすことのできない場所であり、大きな成果を得ることができました。

尖石遺跡の全体像を把握するには、さらに数年の年月を要する作業 となりますが、成

果は少しずつ、しかも着実に上げられています。

尖石考古館には、特別史跡尖石遺跡をはじめ、市内各遺跡の調査で出土した遺物が収

蔵・展示されています。また、平成 7年に国宝に指定された棚畑遺跡出土の土偶 も展示

されています。この施設を利用 して、市内の小 。中学生が遠足などを兼ねて訪れ、社会

科の授業に役立ててきました。また、茅野市を訪れる多くの観光客に、茅野市を理解 し

てもらう施設としても親 しまれています。しかしながら、開発に伴 う発掘調査の急増に

より、収蔵・展示をするスペースが手狭になってきてしまいました。

この度、尖石遺跡に隣接する尖石考古館が平成12年 7月 開館 をめざして、新築される

ことになりました。また、この試掘調査 と並行 して行われている史跡整備事業も着々と

進んでお ります。今後 も史跡整備に一層の努力をして参る所存であります。皆様の一層

のご理解 とご協力をお願い致 します。

最後に、この事業の実施にあたってご指導いただいた文化庁、長野県教育委員会をは

じめ、自然科学的調査にご協力いただいた先生方、調査に参加された関係者の皆様に対

し、深甚なる感謝を申上げます。

平成9年 3月

茅野市教育委員会

教育長 両角 徹郎



例言・凡例

1。 本書は、特別史跡尖石石器時代遺跡記念物保存修理事業 (環境整備)に係る試掘調査報告書である。

2.試掘調査は、国庫及び県費の補助を受け、茅野市教育委員会が実施した。

3.試掘調査は、平成 8年 9月 12日 から12月 13日 まで行った。

整理作業は、平成 8年 12月 3日 から平成 8年 3月 20日 まで行った。

4.出土品の整理及び報告書の作成は、尖石考古館で実施した。

本報告書に係る出土品・諸記録は、尖石考古館で保管している。

5。 本文中、特別史跡尖石石器時代遺跡の名称を特冴U史跡尖石遺隊あるいは尖石遺跡と通称を用いている。

また、平成 6年に追加指定を受けた与助尾根遺跡及びその南側にある谷も含めてが尖石遺跡の範囲で

あるが、地点を区別するため旧指定範囲については今まで通りの名称を用いている。

また、挿図の平面図において、方位の入っていないものは上が北である。

6。 調査の体制

本調査は茅野市教育委員会文化財課が実施した。組織は以下の通りである。

特別史豚尖石石器時代遺跡整備委員会

特 別 委 員 田中哲雄 (文化庁文化財保護部記念物課主任文化財調査官)

坪井清足 (大阪府文化財調査研究センター理事長)

専 門委 員 戸沢充則 (明治大学教授 )

亀山 章 (東京農工大学教授)

土田勝義 (信州大学教授)

清水 披 (東京工芸大学教授)

小平 学 (学識経験者)

宮坂光昭 (長野県遺跡調査指導委員)

伊藤 功 (長野県教育委員会事務局文化財保護課課長)

調査主体者  両角徹郎 (教育長)

事 務 局  宮下安雄 (教育次長)

文 化 財 謀 矢鳴秀― (課長) 鵜飼幸雄 (係長) 守矢昌文 小林深志 (兼) 大谷勝己

小池岳史 功刀 司 百瀬一郎 小林健治 柳川英司 大月二千代

尖石考古館 浜  篤 (館長) 小林深志 今井由香 宮坂朝子 小平美智子

調 査 担 当  中堀謙二 (信州大学講師 花粉分析担当)

倉田 稔 (長野市博物館茶臼山自然史館 昆虫遺体分析担当)

小林深志 (尖石考古館学芸員)

大谷勝己 (文化財課指導技師)

調査補助員  伊藤千代美

発掘調査・整理作業協力者

伊藤京子 大宮 文 奥田裕介 菅野明子 小平千恵子 小平ツギ 小平ヤエコ

白綾スエ子 中島耕平 野沢みさ子 目黒恵子 両角源秀
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第 I章 調査の目的

平成 7年度の調査で、遺跡のほぼ申央を調査し,、 住居雄9軒を含む、遺構84碁が検出された。その分布

`よ

、

遺跡の申央を東西に走る市道 1級26号のE4Rllを 、北東から南西にかけて弧を描くよう.に分布するものであつ

たs富坂英弐氏の長年にわたる調査結果や、近年の試掘調査で確認されている住居益の分布と考―え合わせる

と、尖石遺跡ゐ集落分布は、宮坂英式.氏が推測したような、環状集落に近い形状を示すか―、馬貯形を単する

ものと考えられた。

その中心とを冷箇所であ―る力ヽ 平成3年から5年にかサて、 1列ずつ調査を進めてきた1結果や昨年度の調

査結果でも、中央が北向きに傾斜しているこ―とが確認されており、浅い谷の存在が確認されている。この谷

が集落の形成において.環状を呈する1集落であつたのか、あるいは馬麟形の集落であつたのか、大きく1左右

しているのではないかと考えられた。

そ.こでt今年度はちょうど集落の首西購から西側にかけてを調査し、住居工がその容の中にまで及んで集:

落が環状となるのか、あるVWよ谷の中には住融越は作られず西側が開く馬蜂形になるのかを確認す!る .こ とに

した。
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第 H章 調査の方法 と経過

第 1節 調査の方法
特別史跡尖石遺跡は、指定地の用地購入が終わった翌年の平成 2年度から、記念物保存修理事業 (環境整

備)のため継続して試掘調査が行われ、今年度で 7年目を迎えることとなった。過去 7年間の調査について

は、それぞれ試掘調査報告書が刊行されている。

平成 2年度に試掘調査を開始するにあたって、尖石遺跡全体を大きく4つに分け、北西隅を I区 とし、時

計回りに H ttШ 区Ⅳ区と区画の名称をつけている。その各区画ごとに遺跡範囲の全体を覆 うように東西南北

にあわせて大きく10m四方の大きな正方形のグリッドで区切 り(大グリッド)、 X軸を大文字のアルファベッ

ト、 y軸 を数字で呼称している。さらにその大グリッドを 2m四方の刻ヽ さなグリッド (小グリッド)と して

X軸を小文字のアルファベ ッヽト、 y軸 を数字で表し、合わせて IttA la lの ように呼称 している。

今回調査の対象としたのは、遺跡の西側ほぼ中央で、集落中央の広場とその西に住居址があるのではない

かと考えられている地区である。

掘り下げにあたっては、できるだけ少ない調査面積で遺構の検出が行えるよう、10mの大グリッドの中の

北東隅に当たるel区 を規則的に掘 り下げて行 く方法を取ることとした。これによって、面積的には25分の 1

と少ないものの、遺構の分布と密度などの傾向は窺えると考えられた。

検出した遺構については、確実に住居址と分かるものも幾つか見られたが、住居llLか土坑かが不明なもの

も多いため、その部分については拡張するなどして遺構の性格を把握するようにつとめた。検出した遺構は、

通し番号で遺構 1の ように呼称し、本文中において遺構の性格について記すこととした。

第 2節 調査経緯
調査は9月 12日 から始まった。すでに杭打ち作業が終了しているため、それをもとに調査区を設定する。

最初に北西側の調査区から掘 り下げに入るが、ここは主に浅い谷になると考えられるところで、遺構の検

出は土坑がわずかに検出されただけであった。また、遺物の出土も少なかった。調査区を南東側に移してく

ると、徐々に遺構の検出が増え始め、遺物の出土も増えていった。特に、南作場道の北側に多くの遺構が密

集していたため、当初計画した範囲のさらに南側に新たに調査区を設定し、遺構の分布と時期を明らかにす

るよう努めた@

検出した遺構は、縄文時代中期の中でも中葉の時期のものが多く、中期後半のものは東側にわずかに見ら

れる程度であった。

検出した遺構の平面図の作成に入ったのは、 9月 20日からである。

現地での発掘調査は、■月■日までイ子った。その後、土層観察等の作業を約 lヵ 月にわたって行った。

埋め戻し作業が終了したのは12月 9日 である。
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第1図  周辺の地形と発掘区 (1/1,500)



第 2図 発掘区と遺構の分布 (1/400)
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第ШI章 遺跡|の層序

尖若遺跡の層序については、平成4-年度の調査に|おいて、今後分調査と整合を持た.せられるよう詳細な検

討が為されている。

第 1-a層 晴褐色土.(loYR3/31

蒐銃 下locmldどまで1ま粒子は粗く、徐々に粒子が細かくなる.。 締りは1全体に|な く、粘性もない。 l mld以

下|のローÅ粒子を稀に含丞 口‐ムプロックの混入はない。3m4程度の炭化物・穣を稀に含む。

第 10層 福色工 (10YR4/4)

雑
'、

消性ともにあまりない。粒子は細かく、ローム墟子を多量に
1含む。

第2層1 黒禍色土 (10YR2/21

粒子は細かく、縮っている|が、精隆

'ま

あまりない。 l mm以下のローーム粒子を締に含む年

第3層1 黒褐魯土 (10YR2/3)

茂子は細かく、よく締クているが おヽ性はない。1即以下のローム粒子を稀に含むが、ロームプロック・

力「聰舛 礫は昴ら
―れないs

第4層 暗揚色上 (10YR3/4)
粒子は細かく、よく締ちているが、油性はない。 1‐mm以下のローム粒子を多量に含み、 3 1rarま どのローー去

ブロッタも少量含む。稀に3m大の炭イ4物粒子を含む力ヽ 礫の混入はない。

今年度の調査においても、この基本層序を踏襲するが、1昨年度大木正夫氏によつて行われ.た工壌学からの

調査成果とあわせⅢ整合させるようつとめた。なお、土層断面に表れた遺構のBEL等―については、各遺構の

項を参照されたい。
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第Ⅳ章 遺構 と遺物

今年度検出した遺構は18基である。

遺構 I(第 3図、図版 2-1)

I ttF14e 5・ F15e llこ 位置する。この周辺は 1層除去後ただちに 4層 となるが、この層の上層で検出され

た。北西の隅に僅かにプランが確認されただけであったため、本l■Lが住居l■になるのか、ある
いは土坑にな

るのかを確認するため、F14e5を拡張した。

F14e5を拡張した結果、西半は未検出ながら、径106cmほ どの円形の上坑になることが確認された。なお、

F14e5の北西隅に別の遺構が検出される可能性が出てきたため、さらにその北側にあたるF14e4を拡張した

が、遺構の検出はなかった。

覆土は黒色上 (7.5YR2/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。微細なローム粒子を少量

含む。

本址の時期を推測できる遺物の出土はなかった。

遺構 2(第 4図、図版 2-2)

I ttH13e lに位置する。1層 を取り除いた後 2層の掘 り下げに入ったが、その途中でやや西側中央が黒色

味を帯びてきて、遺構のある可能性が考えられた。土層の断面で遺構であると確認できたのは 3層に入って

からである。また、遺構の平面プランの確認には、さらに 4層上面まで掘 り下げねばならなかった。

平面形態は西側の一部が未検出であるが、径70cmほ どの円形を呈する土坑になるものと考えられる。遺構

の確認は 2層の途中までは壁を追うことができるが、このあたりが掘り込み面であろうか。

覆土は黒色土 (7.5YRl.7/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘
サ
14は ない。 l mm以下のローム粒子

を稀に含む。

本址の時期を推測できる遺物の出土はなかった。

遺構 3(第 5図、図版 2-3)

Ⅳ区F2elに位置する。 1層 を除去後 4層 となるが、これを掘り下げている途中でグリッドの東側に遺構

のあることが確認された。 4層の下部に至り、円形の上坑になりそうであることが確認されたが、その北側

にもう1基別の遺構が重複していることが、土層の断面により観察された (遺構 4)。

東側のプランは未検出であるが、径65cmほ どの、円形の上坑になるものと考えられる。

覆土は暗褐色土 (7.5YR3/3)で、粒子は細かく、まく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子

を多量に含む。

本l■の時期を推測できる遺物の出土はなかった。

遺構 4(第 5図、図版 2-3)

Ⅳ区F2ellこ位置する。このグリッドの周辺は、 1層の除去後ただちに 4層 となるが、その 4層掘 り下げ

途中でグリッド東側に上坑らしき長円形の掘り込みを確認した。平面プランの検出を進めていたところ、北

側はローム層が出てしまい、南側の円形の上坑 (遺構 3)だけになってしまった。しかしグリッド東壁の上

層観察を行なったところ、もう一つ】Uの上坑が重複していることがわかったため、これを本l■ とした。坑底

は 4層の下部にあり、ローム面と接する。

調査範囲内は坑底まで掘り下げを行なってしまっており、平面形の確認はできなかった。隣接するF3al
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を掘り下げることによって、平面形が明らかになると思われるが、おそらく円形を呈するのではなかろうか。

現存する本l■の深さは27cmほ どである。

覆土は黒色土 (7.5YR2/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 l mm以 下のローム粒子を

多量に含む。

本lLの時期を推測できる遺物の出土はなかった。

遺構 5(第 5図、図版 3-1)

Ⅳ区H2elに位置する。このグリッドは、 1層除去後 2層 となるが、この層を掘り下げて行 くと遺物が南

東隅にかたまっていることが確認された。そこで住居l■の可台P隆があると考え、平面プランを検出するため

さらに掘り下げていったところ、一括土器の出上が見られた。これを取り上げるため、H2e2、 12el、 12

e2の一部を拡張し掘り下げたところ、夕くの遺物の出土を見た。

一部分の検出で規模は明らかでないが、径600cmほ どの円形を呈する住居l■になるものと考えられる。

覆土は黒色土 (7.5YR2/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子を

少量含む他、10mm以下の炭化物、 l mm以下の焼土粒子を多量に含む。

本址の時期は、出上した遺物 (第 8図、第 9図 1～ 16、 図版 3-2)ん ら`、新道期から藤内期にかけての

ものであると考えられる。なお、15'16は、瀬戸内地方の船元式に比定される。また、これと同一個体と思

われる破片がIVttJ14e lか ら出上している (第 9図 17)。

遺構 6(第 6図、図版 4-1)

Ⅳ区12elに 位置する。 1層除去後 2層 を掘り下げていく途中で中央にやや上の色の変っている箇所が検

出されたため、 4層上面まで掘 り下げたところ確認できた。 4層 に極めて近い土質であるが、炭化物の混入

があるため、遺構としてよいものと思われる。

グルマ状となり、 2箇の重複になると思われる。径40cm弱の円形となる。柱穴になるのであろうか。

覆土は黒褐色土 (7.5YR2/2)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子

と炭化物を少量含む。

本址の時期は、出土した遺物 (第 9図18)か ら、新道期のものと考えられる。

遺構 7(第 6図、図版4-1)

Ⅳ区12elに位置する。径20～ 25cmの不整円形となる。

覆土は暗褐色土 (7.5YR3/3)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子

を多量に含む。

本l■の時期を推測できる遺物の出土はなかった。

遺構 8(第 6図、図版 4-2)

Ⅳ区Jlelに位置する。 1層除去後 3層 4層 と続くが、 4層上面で南西隅に平面プランを確認した。土層

断面では 3層面から確認できるが、覆土と3層 との間には明確な線が引きにくい。

平面形は径600cmほ どの円形の住居上になるものと思われる。

覆土は土層断面の観察から上下 2層 に分層される。上層は黒色土 (7.5YRl.7/1)で粒子は細かく、よく締

っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子と焼土粒子を少量、 5 mm以下の炭化物を多量に含む。下層

は黒色土 (7.5YR2/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 l mm以 下のローム粒子を多量に

含む他、 5 mm以下の炭化物を少量、 l mm以下の焼土粒子を稀に含む。

本l■の時期は、出土している遺物 (第 9図 19～ 27)か ら、藤内期になると考えられる。
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遺構 9(第 6図、図版 4-3)

Ⅳ区J2elに位置する。 1層除去後ただちに 3層 となるが、その面で北側にやや黒味を帯びた土層が確認

された。明確な平面プランが確認できなかったため、 4層上面まで掘 り下げたが、遺物の出土もこの北側に

集中しており、住居址としてよいものと思われる。

平面形は径700cmほ どの円形の住居上になるものと思われる。

覆土は黒色土 (7.5YR2/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子と

焼土粒子を少量含む他、 5 mm以下の炭化物を多量に含む。

本址の時期は、出上している遺物 (第 9図28～ 34)か ら、藤内期になると考えられる。

遺構 10(第 6図、図版 5-1)

Ⅳ区J3elに位置する。 1層除去後遺物が出上し始めるが、 3層上面で平面プランを確認できた。遺構の

掘り込みは浅い堆積を見せる2層からであるが、 2層 と覆土を平面的に見分けるのは難しい。

平面形は径700cmほ どの円形の住居l■になるものと思われる。

覆土は黒褐色土 (7.5YR2/2)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。

本l■Lの時期は、出土している遺物 (第 10図 35～ 39)か ら、新道期から藤内期にかけてのものになると考え

られる。

遺構 II(第 6図、図版 5-2)

Ⅳ区K2elに位置する。30cmほ どの厚さの表土層を取り除くと南東隅で 3層 となるが、その他では検出さ

れず、一括土器の出土もあった。東壁に推卜かるところで壁が一部東側に広がるが、他の住居址が重複してい

る可台ヒ性もある。

平面形は径700cmほ どの円形の住居址になるものと思われる。本遺構の検出されたグリッドの西には、宮坂

英式氏が昭和 5年に調査した地点Ⅵがある。報告書中に「地床炉らしく赤土赤変す。」と記されているが、こ

れと重複している様子はなかった。とンかしヽ測量の方法が異なっているので、本址の炉が全体図作成時にず

れてしまっている可能性もあり、それまでも否定するものではない。

覆土は黒褐色土 (7.5YR2/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子

と焼土粒子を少量含む他、 5 mm以下の炭化物を多量に含む。

本JIの時期は、出土している遺物 (第10図 40～ 50)か ら、新道期から藤内期にかけてのものになると考え

られる。

遺構 12(第 6図、図版 5-3)

Ⅳ区K3elに位置する。 1層除去後遺物が出土し始めたが、プランが確認できないままかなり低いところ

まで掘り下げてしまった。柱穴らしい掘り込みも多数検出された他、北西側ではかなり堅い面があって、床

面になるかと思われる箇所もあったが、その範囲は狭い。

平面形は径700cmほ どの円形の住居l■になるものと思われる。

覆土は黒褐色土 (7.5YR2/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子

と焼土粒子を少量含む他、 5 mm以下の炭化物を分量に含む。遺構外にあたる3層 との区別も判ぜんとしない

が、遺物の出土状況や柱穴の検出から住居址としてよいものと思われる。

本址の時期は、出土している遺物 (第 10図 51～ 59)か ら、新道期から藤内期にかけてのものになると考え

られる。

遺構 13(第 7図、図版6-1)
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第7図 検出された遺構と土層堆積状態(動 (1/60)

Ⅳ区L2elに 位置する。40cmほ どの表上を取り除いた後、 3層面で遺構を検出した。本址の他に遺構14と

15が検出され、それぞれ重複しているが、覆土から新旧関係を明らかにすることは難しい。

径700cmほ どの円形の住居址になるものと思われる。この遺構は、平成 4年度に調査し、検出した遺構 1と

推定プランがほぼ一致することから、同一住居址の両端を確認したことになる。また、昭和 5年に宮坂英式

氏の発掘した地点Hと 地′ミШに隣接する。

覆土は本l■の他遺構14,15も 同じで、覆土から新旧関係を明らかにすることはできなかった。黒色土 (7.5

YR2/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 3 mm以下のロームブロック、 l mm以下のロー

ム粒子と焼土粒子の他、 5 mm以下の炭化物を少量含む。

本」■の時期は、出土している遺物 (第 11図60)か ら、井戸尻期のものになると考えられる。

遺構 14(第 7図、図版 6-1)

Ⅳ区L2elに位置する。径700cmほ どの円形ないし隅丸方形の住居址になるものと思われる。

本l■の時期は、出土している遺物 (第 11図61)か ら、新道期から藤内期にかけてのものになると考えられ

る。

遺構 15(第 7図、図版 6-1)

Ⅳ区L2elに 位置する。径100cmほ どの円形の土坑になるものと思われる。

本l■の時期は、出上している遺物 (第 11図62)か ら、新道期から藤内期にかけてのものになると考えられ

る。

遺構 16(第 7図、図版 6-2)

Ⅳ区L2e5に位置する。L3elを掘り下げたところ、住居址が確認されたため、その平面プランを確認す

るため拡張した。すると、さらに本址と遺構17が検出された。東側では 3層および 4層が検出されプランを

明らかにできたが、西側ではローム粒子を多量に含むにごった土層があるだけで、重複する遺構の平面プラ

ンや新旧関係を明らかにすることはできなかった。

本址カヨヒにあるⅣ区L2elに は至っていないことから、径700cmを超えない円形の住居址になるものと思
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第 8図 出土土器(1)(1/4)
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われる。

覆土は本上の他遺構17も 同じで、覆土から新旧関係を明らかにすることはできない。黒色土 (7.5YR2/1)

で l mm以下のローム粒子と5 mm以下の炭化物を多量に含む他、 l mm以下の焼土粒子を少量含む。遺構18と の

重複は焼土粒子の混入割合などから、新旧関係は遺構18が最も新しいように見受けられた。

本l■の時期は、出上している遺物 (第 11図 63・ 64)か ら、新道期から藤内期にかけてのものになると考え

られる。

遺構 17(第 7図、図版 6-2)

Ⅳ区L2e5に位置する。径700cmほ どの円形の住居址になるものと思われる。この西側に宮坂英式氏が昭和

5年に発掘した地点Ⅸがある。この地点は報告書中で「地床炉l■ らしく赤土面が赤変す。」と記されている

が、ちょうど本址の推定プランの中央に位置していることから、本址の炉址となる可能性がある。

本l■の時期は、出上している遺物 (第■図65・ 66)か ら、新道期から藤内期にかけてのものになると考え

られる。

遺構 18(第 7図、図版 6-2。 3)

Ⅳ区L2e5・ L3elに位置する。L3elを 掘り下げたところ、縄文時代中期後半の一括土器を始めとする

遺物が分量に出上したため、住居l■であることが推測された。そこで、平面プランを確認するため北に隣接

するL2e5を拡張した。L2e5では東側で 3層および 4層が確認され、ある程度住居址の範囲を明確にする

ことができたが、別の遺構が重複していた (遺構16・ 17)。 径600cmほ どの円形の住居址になるものと思われ

る。

覆土は黒色土 (7.5YR2/1)で、粒子は細かく、よく締っているが、粘性はない。 l mm以下のローム粒子と

焼土粒子を少量含む他、 5 mm以下の炭化物を分量に含む。

本址の時期は、出土している遺物 (第■図67～ 88、 第12図 1)か ら、曽利Ⅲ期のものになると考えられる。

0                10cm
遺構 18

第12図 出土土器(0(1/4)
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第V章 ま と め

尖石遺跡の試掘調査は、今年度で 7年 目を迎えた。調査は遺跡の西側を対象地区としたが、縄文時代の住

居址11軒を含む、18の遺構が検出できた。11軒の住居址のうち、時期の明らかになったものの多くが縄文時

代中期中葉の新道期から藤内、井戸尻劇にかけてのもので、後葉にあたる曽利期の住居址は調査区の東によ

ったところで 1軒を検出したにすぎない。

今までに尖石遺跡を特徴付ける時期としてきた中期後葉の曽利期の住居l■は、どちらかといえば遺跡の東

側に集中している。それより前の時期である中期中葉の住居址は、遺跡の南側では、かつて宮坂英式氏が西

の端であるとした18号住居址と昨年度調査した遺構43があっただけであり、平成 2年度と5年度に調査した

遺跡の北側に分布の中心があると考えられていた。

今回の調査で、中期中棄の住居址が遺跡の南西から集中して検出されたことにより、遺跡の南側において

は、遺跡の西側にあった中期中葉の住居址が、中期後葉にいたって東側に推移していった様子が理解される。

また、遺跡の東側にも中期中葉の住居l■の集中が確認されており、その関連が注目される。

今年度の遺構の検出数は例年よりも少ないものの、中期中葉の住居址がまとまって検出されたことにより、

尖石遺跡の集落の解明のためには欠かすことのできない場所となり、大きな成果を得ることができた。

自然科学的調査については、昨年度に引続き分析を行っている。一昨年採取した資料の中から、昨年度の

分析で解明できなかったものをさらに詳しく分析した花粉分析、採取しただけで終わってしまっていた昆虫

遺体の分析がそれである。
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附編 自然科学的調査

は じめに

尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において、昨年度深さ2mの トレンチ (lT)と 深さ約 1

mの トレンチ (2T)を掘り、試料採集を行った (第 15図 )。 引き続き、放射性炭素分析、植物微化石分析、

大型植物遺体分析、土壌調査の大きく分けて 4つの調査を行った。植物微化石分析では、花粉分析と珪藻分

析、植物珪酸分析を行い、また、大型植物遺体分析では、材の同定を行った。

本年度は、昨年度採集した試料をもとに、放射性炭素年代測定、植物微化石分析、大型植物遺体分析、昆

虫遺体分析の大きく分けて 4つの調査を下記のとおり行った。種子・昆虫試料は有機性堆積物から第14図の

ように50cm× 50cmで 1層の厚み 4 cmご とに25cm× 25cmの 4つに分割して、基層と考えられる火山性堆積物に

あたる深さになるまで各地ソミ23層から33層採集した。採集した試料はすみやかにナイロンとポリエチレンの

多層膜フィルムに真空状態にパ ッヽクし、Dの系列の試料はそのまま常温で保管している。

1.放射性炭素年代測定  (第 1節 )

2.植物微化石分析

2-1 花粉分析   (第 2節 )

2-2 珪藻分析    (第 3節 )

3.大型植物遺体分析

3-1 種実分析   (第 4節 )

4.昆虫遺体分析    (第 5節 )

なお、放射性炭素年代測定は輸地球科学研究所に、珪藻分析と種実分析はいパレオ・ラボ社にそれぞれ一

部を委託して行った。また、昆虫遺休は、長野市茶臼山自然史館倉田悟先生にご同定いただいた。花粉分析

は信州大学農学部講師中堀謙二先生に玉稿をたまわった。

第14図 種子・昆虫試料採集模式図
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第 1節 尖石遺跡の放射性炭素年代測定
は じめに

昨年度は、尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において採集された15試料のうち、14試料に

ついてβ一線法による年代測定を行った。また、加速器質量分析法 (AMS)に よる放射性戊素年代測定を 1

試料行い、それぞれ報告した。今回は、昨年度の花粉分析で縄文時代後期前半以前と推定された層位に注目

し、放射性炭素年代測定の分析結果について報じる。

@＼ 士
試料の採集

試料の命名にあたっては、昨年度同様、地′点名と

略号 (C14)お よび標高 (m)で表した。今回分析 し

た2T2-C141052.84は 、2T2地点の標高1052.84mか

ら採集された試料で、2T2地点の有機性堆積物の最

下層から採集されたものである (第 16図 )。

方 法

試料は、礫を取り除いた有機性堆積物を選別した

後、酸洗浄のち、加速器質量分析 (AMS)にて年代

測定を行った。測定の際、試料は石墨に調製した。

なお、年代測定はい地球科学研究所に一部を委託

い、 La、vrence Liveemore National Laboratory

(California,uos.A)で 行 った。測定番号 は、

GE05729 Beta-106265で ある。

結 果

14c年代測定値は、3050± 40年であった。14c年代測

導黎F、、

2T2‐C14■ 05284

第16図 放射性炭素年代測定用試料採集位置図    定値は、試料の14c/12c比から、単純に現在 (1950年
AD)か ら、何年前か (BP)を計算した値である。

半減期として5568年を用いた。

補正14c年代値は、2990± 40年であった。これは、試料の炭素安定同位休比 (19C/12c)を測定して試料の炭

素同位休分別知 り、14c/12cの 測定値に補正値を加えた上で、算出した年代である。δ13c測定値は、-28.3で、

試料測定の13c/12c比を補正するために13c/12c比である。この安定同位体比は、下式のように標準物質 (PDB)

の同位体比から千分偏差 (‰)で表凱する。

メ C的 =       ×刊∞

ここで、(13c/12c)[標準]=0.0112372で ある。さらに、暦年代は過去の宇宙線強度の変動に対する補正に
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第17図 北八ガ岳西麓における火砕流堆積物の層序
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第18図 青少年自然の森整備事業に関わる土質調査
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より算出する。これには年代既知の樹木年輪の14cの詳細な測定値を使用した (Stu� er et al。 ,199乳 VOgel et

al.,1993,Talma and Vogel,1993)。 この補正は10,000年BPよ り古い試料には適用できない。

暦年代の交点は、BC1215年で、補正14c年代値 と暦年代補正曲線との交点の暦年代値を意味する。

考 察

花粉分析で縄文時代後期前半以前と推定された層位はおよそ3000年前に堆積したものであることがわかっ

た。昨年度調査の最も古い試料より400年ほどさかのぼるものの、縄文時代中期の年代を示す有機性堆積物で

はなかった。

今回分析した試料は、第四紀更新世の大塩火砕流もしくは大塩砂礫層の堆積物と完新世の新期ローム上部

層の境界付近のものと考えられる (北沢ら、1975 第17図・応用地質株式会社、1994 第18図 )。 今回の分析

の結果、更新世の堆積物の直上におおよそ3000年前の層が堆積していることがわかり、その間の層は、縄文

時代中期のものを含めて失われている可能性が高いことがわかった。

引用文献

北沢和男・薩摩林忠美・小林賢―。1975,第 四紀層「諏訪の自然誌 地質編」所収,諏訪教育会 .

応用地質株式会社.1994.青少年自然の森整備事業に関わる上質調査委託.

Stu�er,M,Long,A.Kra,R.S.and Devine,J,M,. 1993.Calibration-1993,Radiocarbon 35(I).

Talma,AS.and Vogel,JC..1993.A Simplified Approach to Calibrating C14 Datas,Radiocarbon 35(■ ),317‐ 322.

Vogel,J.C,Fuls.A,Visser,E and Beacker,B.,1993,Pretoria Cattbration Curve for Short LIved Smples,Radiocar‐

bon 35(I),73‐ 86.
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第 2節 尖 石 遺 跡 の植 物 花 粉―花粉分析から推定される尖石遺跡の古環境―

はじbに

昨年度は、尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において採集された試料のうち、 4試料につ

いて花粉分析を行い、報告した。今回は、昨年度の花粉分析に引き続き、昨年度の分析を補完するよう2Tl地

点の層位において、同様の分析を行い、その結果について報じる。それとともに、前回の結果と遺跡周辺に

おける古植生に関する既存研究結果を合わせ、尖石遺跡の古環境について推定した。

試料 と方法

花粉分析に用いた試料は、2Tl地ッミで採集した柱状試料である。試料を採集した地点のトレンチの深さは94

cmであり、 トレンチの断面をヘラで削って新鮮面をだし、地表から垂直方向に厚さ2 cmで 47イ固の試料を採集

した (第 19図 )。 花粉の抽出法と花粉分布図作成法は既報 (中堀、1997)の通りである。

なお、試料の命名にあたっては、地点名と略号 (P)お よび標高 (m)でぁらわした。例えば2Tlの地′点の

標高1053.68mか ら採集されたものは2T卜P1053.68と 表示した。また、層位も付記した。

2Tl地点の花粉分析結果の示す植生

|)上層の植生

花粉分析 を行 った上層の 3つ の層の花粉構成には下部 (2Tl P 1053.63(11))か ら上部 (2T卜 P―

1053.83(1))に かけて遷移傾向が見られる (第20図・

表 2)。 木本風媒花粉の中で下層から上層にかけて減

少するものは、ヨナラ亜属、クマシデ属 (アカシデ

型)、 カバノキ属などの落葉広葉樹である。逆に増加

するのは、ニヨウマツ亜属とスギである。ニヨウマ

ツ亜属は第 2層から40%以上の、スギは最上層で12

%の高い出現率を示す。遺跡は内陸地にあるのでニ

ヨウマツ亜属はアカマツ起源と考えてよい。全ての

木本風媒花粉を広葉樹と針葉樹に分けると、第 3層

では広葉樹が優占し、第 1層では針葉樹が優占して

いる。広葉樹花粉出現率の合計値は第 3層から第 1

層にかけて、63→ 39→ 20%と 減少し、針葉樹は37→

61→80%と 増加する。木本風媒花粉は森林の最上層

である林冠を構成する植物のものである。遠来する

ものもあると思われるが、その大部分は周辺森林由

来のものであり、その花粉頻度の変化は尖石遺跡周

辺の森林構成樹種の変化を表すと考えられる。以上

のことから、湿地の周辺森林においては、林冠を構

成する優先樹が広葉樹からアカマツヘと変化し、そ

して近年、植林木であるスギが加わったことが花粉 第19図 花磯A析用試料採集位置図

1‐ P‐ 10537

―-29-―
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第20図 木本風媒花粉の層位的産出状況
(十記号は出現率が1%以下であることを示す)

分布図から読み取れる。花粉の構成割合から見て、2Tl P lo53.63(11)～ 2Tl― P1053.71(7)は既報 (中堀、
1996)の2T2地′ミにおける花粉分析結果で示されたD期のものである。

遺跡の具体的な環境をより強 く反映する植物は、虫媒花粉を生産する植物である。虫媒花粉は花粉生産量

が風媒花粉に比べ極端に少なく、また本来、虫により運搬されるので、湿地部から検出されるものはその集

水域に生育していた植物起源である可能性が高いからである。このような植物には、木本植物ではクリ、カ

エデ属、シナノキ属、キハグ属、ツタ属、ブ ドウ属、ウコギ属、イボタノキ属、グミ属、 トチノキ属、ヤナ
ギ属がある (第 21図 )。 いずれも温帯域に分布 し遺跡の周辺にも分布 している植物である。このなかでは、ク

リの出現率が突出して高いが10%未満にとどまっている。草本類ではソバ属、アカザ科、マツムシソウ属、
オオバヨ属、ナデシヨ科、ツリガネニンジン属、ワレモコウ属、アブラナ科、カラマツソウ属、セリ科、ヤ

マ トグサ属が出現している(第22図、23図 )。 ソバ属は栽培種であり、畑で栽培されていたものであろう。ア

カザ科も畑のような環境を好む植物である。また、マツムシソウが生える環境も直射日光の届 く明るい環境

である。オオバコは踏み跡群落の代表的植物である。これらの示す環境は、コナラ類を主としこれらの落葉

広葉樹各種から構成される木立と、草原や畑をまじえた空間である。第 1層はほぼ現在の環境を表している

といえる。

草本花粉のヨモギ属とキク亜科、タンポポ亜科は、その出現率が第 3層から第 1層にかけて一様に減少し

ており、このことが注目される。草本類が減少していることから、草の生育しにくい環境が拡大したと理解

できる。草本類は明るい環境で旺盛に生育し、日当たりが悪くなるとその勢力が弱まるのであるから、これ

らの花粉出況率の減少は、裸地の減少、森林環境の拡大を反映していよう。

湿地由来の可能性の高い植物を第24図に掲載した。木本類ではハンノキとヤナギ、 トチノキである。ヤナ
ギとトチノキはわずかに出現するにすぎないが先にも述べた通 り、虫媒花粉であるので、集水域から花粉が

コ
ナ
ラ
亜
属
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第 2表 尖石遺跡の花粉分析結果
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第21図

¬
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¬由

1010101 010101

木本虫媒花粉の層位的産出状況

(十記号は出現率が1%以下であることを示す)

供給された確率が高い。ハンノキ属は風媒花粉であり、広範囲から花粉が飛来する植物であるが、既左ハン

ノキが上流に群落を形成しているので、ここからの飛来と説明できる。草本ではイネ科とカヤツリグサ科の

出現率が圧倒的に高い。イネ科は木本風媒花粉全体とほぼ同じ位出現している。これはこの土地が水田とし

て近年まで利用されていたことを反映していよう。また、水田雑草であるオモダカ属やサジオモダカ属も検

出されている。その他、モウセンゴケやホシクサ属、 ミズゴケなどの湿地植物が見られる。ツリフネソウ属

やサナエタデ属などの、湿性土壌に分い植物も湿地近 くに生育していたのであろう。

2T卜P-1053.63(11)か ら2T卜 P-1053.83(1)の 層は土壌断面の観察から水田として利用された作土と考え

られた(茅野市教育委員会、1996b)。 水田上であると、耕意や踏込みにより堆積物が攪拌され、上下の地層

の逆転や均質化が起こる可能性がある。取り扱った試料にも、その影響が及んだことが考えられるのである

が、花粉分布からみる限りその影響は少ないようである。

2)下層の植生

下層で分析を行った2Tl P 1053.(36)と 2Tl P 1052.93(46)の 2層では、木本風媒花粉の構成は似ている

が、草本類の出現傾向に大きな違いがある (第20図 )。

木本風媒花粉から森林の構成を見ると、広葉樹と針葉樹の勢力が、両層とも措抗している。最も夕く出現

するのはヨナラ亜属で30%前後の出現率を示し、次いで、ニヨウマツ亜属、ヒノキ科型が占める。広葉樹で

はアカシデ類がコナラ亜属に次ぎ、他にイヌシデ、カバノキ属、サワグルミ属、オニグルミ属、エノキ属、

ハシバミ属、ブナ、イヌブナ、アカガシ亜属がわずかずつ出乳する。針葉樹ではニヨウマツ亜属、ヒノキ科

型に次いでモミ属、スギ、コウヤマキ、ゴヨウマツ亜属が出現する。これらはほとんど温帯の構成植物であ

り、現在の森林帯からみて尖石遺跡付近に分布する植物である。ただしアガガシ亜属は暖帯の植物であり、

照葉樹林帯から飛来したものである。

これらの各花粉の出既率からみると、これらの層は2T2地点における花粉分析結果で示された既報 (中堀、
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第22図  草本花粉化石の層位的産出状諷 1)
(十記号は出現率が 1%以下であることを示す)

010101020304050601010201020304050607010203040506070809010111020

第23図 草本花粉化石の層位的産出状況121
(十記号は出現率が 1%以下であることを示す)
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第24図 湿地生植物花粉化石の層位的産出状況
(十記号は出現率が1%以下であることを示す)

1997)の C期に対比される。

ニヨウマツ亜属は10～ 20%の出現率を示しているが、これはアカマツである。アカマツは種子散布により

更新するが、実生や稚樹が生育できるのは裸地的環境である。アカマツの出現率の高さは、裸地から発達 し

た植生の多いことを示 している。アカマツ林の成立する土地 としては、戦後まで続いた採草や薪炭採取など

入会的利用が激しかった入会地や、個人所有のアカマツ林などがある。

遺跡周辺に生育 していた可能性の高い木本虫媒花粉植物は前述の上層のものとあまり変わらない (第 21

図)。 上層で出現せず下層で検出されたものにエゴノキ属、モチノキ属があり、逆に上層で出現して下層で検

出されなかったものにシナノキ属、ツタ属がある。虫媒花粉は生産量が少なく飛散 しにくいなどの理由で堆

積物から検出されることが少ない。検出されないからといって、それが堆積当時、分布 していなかったこと

にはならない。この植物構成はやはり現在の尖石遺跡周辺の植物群落のものと大差ないと思われる。

草本類の出現傾向は2Tl P-1052.93(46)と 2T卜P-1053.13(36)と では大きな違いがある (第 22、 23図 )。 2

Tl P-1052.93(46)か ら2T卜 P-1053.13(36)に かけて減少するものと、逆に増加するものとがある。減少する

ものは風媒花粉のヨモギ属とシダ植物の三条溝胞子と単条溝胞子である。ヨモギ属は2Tl P-1052.93(46)か

ら2Tl P-1053.13(36)に かけて70%か ら50%に 減少す る。また、三条溝胞子 と単条溝胞子 も2Tl― P―

1052.93(46)か ら2Tl P 1053.13(36)に かけて減少する。反対に増加するものは風媒花粉であるカヤツリグサ

属と虫媒花粉の草本類である。カヤツリグサ科は2T卜P1052.93(46)では木本風媒花粉出現量全体の0.5倍検

出しただけであるが、2T卜P1053.13(36)ではその 6倍以上に達する。虫媒花粉では2T卜P1052.93(46)に

出現するのは、アヤメ属、キク亜科、タンポポ亜科、ワレモコウ属、マメ科、セリ科であるが、2Tl P―

1053.13(36)では、これらに加えてマツムシソ属、ナデシコ科、フウロウソウ属、オミナエシ属、マエムグラ

属、アブラナ科、バラ科のものが検出され、種類が豊富となる。
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2Tl P-1053.13(36)では草本が多種類出現するとともに、その中にマツムシソウなど陽地を必要とする植

物が含まれることから、2Tl P 1053.13(36)が 堆積した時期にはこの集水域において明るい環境が拡大した

ことが推定される。ヨモギ属やシダ類の減少は、地表付近のこの光環境の変化にともなった現象であると思

われる。カヤツリグサ科の増加は、2Tl P 1052.93(46)か ら2Tl P 1053.13(36)に かけ調査地点を中心に湿

地においてカヤツリグサ科の群落が拡大したことを反映していよう。

以上のことから、2T卜P1052.93(46)と 2Tl P 1053.13(36)の植生について次のように推定できる。2Tl

P-1052.93(46)で は集水域の森林は湿帯のナラ類を主とする落葉広葉樹とヒノキ類などの温帯針葉樹の温交

林であった。しかし、2Tl P 1052.93(46)か ら2Tl P 1053.13(36)にかけて森林は減少、あるいは疎林化し、

草本類の生育環境が拡大したと推定される。

3)下層の年代

以上の植生変化についての考察は、堆積物の年代が下部ほど古く上部で新しくなることを前提にしている。

しかし、試料採取地点 (2Tl)に おける堆積物の年代については、次の 4点の測定結果がある (茅野市教育委

員会、1996b)。

深度   試料の種類  14c年代測定補正値 (年BP)

38-42cm 有機質含有堆積物

48-50cm 有機質含有堆積物

60-64帥 有機質含有堆積物

88-92cm 木材

1100三L60

880三L60

990三L60

700=L50

測定番号

GE095-1239

GE095-1240

GE095-1241

GE095-1242

資料によると、最深部の試料の年代が最 も若 く、最浅部が最も古 くでており、年代は深さと逆転 している。

この問題 はあるとして も、年代測定値 は2Tl P 1052.93(46)と 2Tl P 1053.13(36)の 年代がおおよそ

1000～ 700年前であることを示 してお り、堆積物は平安時代から鎌倉時代のものとみなせるように思われる。

というのは、考古学的調査による、八ヶ岳山麓台地に立地する古代の集落跡遺跡の年代が10世紀の後半か

ら11世紀の前半である (茅野市史上巻)こ とと矛盾しないからである。厳密にいえば、古代集落遺跡はわず

か100年間に集中しているそうであり、湿地堆積物の年代測定値には約300年間の中がある。縄文時代以降、

山麓台地から人の気配がなくなったが、ここに人々が再び戻ってきたのが、この時代であると遺物から考え

られている。2Tl P 1052.93(46)と 2T卜 P1053.13(36)の 植生は人間によって攪乱された植生であり、この

植生は八ヶ岳山麓台地に進出した人達により攪乱された可能性が考えられる。

クリ属花粉の出現率についての考察

クリの実や材は、縄文中期の遺構から検出されることから分かるように、縄文人の重要な食料であり建築

材料であった。材は耐朽・保存性が極めて高く、水湿に耐える性質を持っている。現在も風呂場や台所など

水周りによく使用される材はクリである。風雨にさらされる縄文時代の家に、クリ材は格好の建築材料であ

った。八ヶ岳山麓に栄えた縄文中期の文化 と人の生活にクリは大きく貢献したことはこのことからも推定で

きる。

しかし、縄文後期になると長野県の遺跡数は激減した。高地から人が去ったのは尖石遺跡においても例外

ではなかった。後期になると人はなぜ去ったのか。その理由は一般的には気候の冷涼化に求められるのであ

るが、どの程度気候が冷涼化 し、中期の人々を支えたクリはどうなったのであろうか。

|)縄文後期～晩期の気候の冷涼化
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第25図 尖石遺跡とその周辺地域の湿原におけるクリ属花粉の出現傾向
(十記号は出現率が1%以下であることを示す)

縄文後期の気候の冷涼化が、霧ケ峰の標高1530mにある踊場湿原や標高1620mに ある八島湿原における花

粉分析結果 (堀、1939・ Hori、 1938)に表れていることを前報で述べた (中堀、1997)。 これらの湿原におい

ては、この時期に トウヒ属の勢力拡大が見られた。この トウヒ属は亜高山帯性針葉樹である可能性が高いこ

とから、その拡大は亜高山帯の下降によるものと推定されるのである。森林帯の下降を促 したのは気候の冷

涼化である。冷涼化の程度は森林帯の下降量から推定できよう。霧ケ峰にはジャコッパラ小湿原群があり、

その一つの湿原堆積物の花粉分析結果を第25図に示 した。この木本風媒花粉分布図では、堀 (1939)の 踊場

湿原に見られた縄文後期から晩期にあたる4000か ら2300年前に相当する層準での、 トウヒ属 とツガ属の増大

が見られない。このことから、標高1380mに あるこの小湿原にまでは、少なくとも亜高山性針葉樹林帯は下

降しなかったと考えられる。羽在の亜高山帯と温帯落葉広葉樹林帯の境界が標高1600～ 1700mに あるとする

と、森林帯の下降は200～ 300よ りは少なかったことになる。

2)ク リの分布域

クリの分布域の指標に暖かさの指標があるが、それによると108-71が分布範囲である (Yim、 1977)。 標

高1060mに ある尖石遺跡の暖かさの指数は約70であるから、遺跡のクリの分布の上限に位置していることに

なる。もっとも分布の上限を示す71の値は統計的に設定された数値であって、この範囲を出て分布すること

もある。事実、霧ケ峰に向かう観音沢では標高1200m付近まで、八ヶ岳権現岳では標高1500mま で分布する

ことを確認している。遺物の分布は山によって異なっており、暖かさの指数による分布の上限値は一般的に

クリの分布の上限についての目安を示す値に過ぎない。したがって、クリの現在の分布範囲からみれば、森

林帯の下降によって尖石遺跡周辺からクリが全 く消滅した可能性は少ない。

3)花粉分析からみた尖石遺跡周辺地域におけるクリの盛衰

ところで、花粉分析からみれば、尖石遺跡周辺においてクリはどのような盛衰を経てきたのであろうか。

尖看遺跡を含む 3遺跡の花粉分析結果から見てみたい (第 25図 )。 大阿原湿原 (中堀他、1995a)は南アルプ

ス最北端入笠山の標高1820mにあり、尖石遺跡を北に見下ろす位置にある。霧ケ峰ジャコッパラ湿原 (第 25
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尖
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図)は尖石遺跡の西方にあり、標高は1380mである。大阿原湿原は標高が高く温暖な時期にのみクリが現れ

る。2.5万年以前と縄文海進期以降のその出現率はいずれの時期も2%以下と低い。霧ケ峰ジャコッパラ湿原

では、その堆積物は後氷期のものであるが、クリが一貫して出現しており、その出現頻度は5%未満である。

それに対して尖石遺跡では、2Tl地点、2T2地点とも、クリ花粉が出現する層では、前 2湿原よりも花粉の出

現率が高い。2Tl地点の堆積物最下部では14%、 2T2地点の最下層では42%、 深さ70cm付近では30%弱の出

現がある。このように 3地域を比較してみると、尖石遺跡のクリ花粉の出現率の高さが際立っている。出現

率が高くなる理由として考えられるのは、尖石遺跡が大阿原湿原やジャコッパラ湿原より低標高にあリクリ

の分布域の中心に近いことや、縄文人が管理栽培をしていた可能性等である。それではクリ花粉の出現率は、

クリの分布の中心付近で実際に高くなるのかどうか、長野県内でおこなわれた花畿奇析結果を検討したい。

長野県では標高945mに ある長野県唐花見湿原 (竹岡、1991)、 標高900mの蛭ヶ野湿原 (竹岡他、1982)、

標高766mの木崎湖 (Hibino、 1976)に おいて花粉分析がおこなわれ、クリも出現している。しかしその出現

率はいずれも10%未満であり尖石遺跡でのような高率を示すことはない。その理由として考えられるのは、

これらの湿原や湖では、花粉は広範囲から集積し、特に木本風媒花粉の飛来や水による搬入が虫媒花粉より

多くなるために、木本風媒花粉に対する割合で表すクリ花粉の出現率が低 くでることである。広範囲の植生

を反映する堆積物においてはクリ花粉の出凱頻度のほとんどが10%以下の値を示している。

それではなぜ尖石遺跡の場合にクリの出観率が高くなったのであろうか。ここの出現は集水域が小さく面

積も狭く、周囲の樹木が湿原にせまり開放空間が小さいことが特徴的である。そのため堆積物に集積する花

粉群集は、遺跡付近の植生に由来するものが多くなる。クリが湿原の周囲に生育していれば、花粉は花穂毎

落ちるから、湿原内に多量入り込むことになる。その結果、相対的な花粉出現率が高くなる。また、遺跡周

辺にクリが分量にあってもクリの出現率が高くなる。この場合にはクリの管理栽培の可能性もある。そのい

ずれであるかはこの試料だけでは論議できない。

尖石遺跡のクリ属の花粉の出方で注目しておきたいことの第一は、2T2地′ミの 5つの層の出現率が具なっ

ていることであり、しかも最下層が際立って大きいことである。この地点については考察した通りである。

第二はこの地点の第 2層 と、2Tl地点の最下層以外の 4つの層における出現率が10%以下であることである。

これはクリ分布地域での一般的な花粉分析結果と一致する。遺跡周辺の森林が減少して湿原の周りの空間が

広くなり、堆積物内の花粉構成に占める木本風媒花粉の割合が大きくなったことを反映していると思われる。

第二に2T2P1052.97(48)で クリの出現率は0.2%と ほとんど出現しないことである。このことから、遺跡や

湿原の周辺には極めて少なくなったことが推測されるが、これは森林帯の下降が原因でないことは既述のと

おりである。冷涼湿潤気候下でこの平坦面には湿帯針葉樹が発達したようであり、土地的問題が影響してい

るように思われる。

以上のことを時代順に整理すると、縄文後期より前の時代には、クリは遺跡の周辺に豊富にあった。その

後期から晩期にかけ気候の寒冷化・湿潤化にともない、遺跡周辺の植生は温帯針葉樹が拡大し、クリが少な

くなった。しかし、弥生後期以降の温暖気候の回復もあり、クリは2T2P1053.21(36)の ように再び植生の

主要構成種になった。平安時代から鎌倉時代になると、遺跡周辺の森林が後退し、それにともないクリの木

も減少していったと言えよう。

尖石遺跡の原植生をめぐって

縄文時代前期から現在までの尖石遺跡は、森林帯からみれば温帯落葉広葉樹林帯に位置していた。そして
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この地域は夏雨地域であり、花粉分析からみる霧ケ峰や尖石遺跡を含む地域の優勢な樹種はナラ類である(中

堀、1987a。 1987b)。 後氷期における長野県の温帯落葉広葉樹林帯の植生発達史を概説的に述べると、後氷

期初期の乾燥気候のもとで長野県全体で優先したのはナラ類であった。その後、日本海への暖流の流入が多

くなるとともに、海面から蒸発する水分が増し、それを含んだ冬期の季節風が脊梁山脈に当って雪を降らせ

始めた。ブナはこの日本海側での多雪気候の発達にともなって勢力を拡大し始めた。姫川流域の上倉の花粉

分析結果ではブナの勢力がナラ類よりも勝るようになったのは8,300年前である。しかし、ブナがナラよりも

優勢になった地域はこの脊梁山脈の北側の夕雪地域に限られている。夏雨気候の卓越する脊梁山脈よりも南

の地域では、依然としてナラ類が量的には圧倒している。この地域ではブナは山地の北向き斜面など残雪の

あるところで群落をつくったり、他は単木的に広薬樹林内に生育するに過ぎない。

ブナの種子は生食可能であり、アクヌキを必要とするナラ類のドングリとは、食品としての価値が異なっ

ている。縄文時代から今日まで、尖石遺跡をとりまく植生を形成していたのは、クリとナラ類が主体であり、

ブナは存在したとしても限られた地域であったろう。クリは生食可能な食物であり、ナラはアクヌキが必要

である。したがって、 ドングリが食物として重要であった時代には、クリ文化とアクヌキ文化を併用してい

たことになる。

まとめ

尖石遺跡小湿地の堆積物について花粉分析をおこない、遺跡周辺の植生について次のように推定した。縄

文中期にはクリやナラ類を種とする落葉広葉樹林が卓越していた。湿地の周辺には特にクリが多かった。後

期か ら晩期にかけて一時的に温帯針葉樹の卓越 した時期があ り、広葉樹が後退 した。その後の温暖気候の回

復にともないクリとナラ類 を主 とす る落葉広葉樹林が もどった。平安時代頃になると、台地の植生は再び人

間の利用対象 とな り、森林が除去 されて草の多い植生に変化 した。現代の堆積物か らはソバやイネなどが出

乳 し、流域で作物が栽培 される時代 となる。
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第 3節 尖石遺跡の珪藻類

はじめに

昨年度は、尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位置する浅い谷部において採集された試料のうち、2Tl地点から

採集された6試料について珪藻分析を行い、報告した。今回は、昨年度の珪藻分析に引き続き、昨年度の分

析を補完するよう2Tl地′点以外の層位において、同様の分析を行い、その結果について報じる。

試料の採集

昨年度種子・昆虫用に採集された試料のうち、2T2地点から、ローム質の有機性堆積物を中心に垂直方向に

2試料を、2T3か らは同様に 3試料を分析した (第26図 )。

なお、試料の命名にあたっては、地点名 と略号 (Dl)お よび標高 (m)であらわした。例えば2Tlの地点の

標高1053.68mか ら採集されたものは2T卜Di-1053.68と 表示 した。なお、地表面からの深さ (cm)も 付記し

た。

方法

湿潤重量約 lgの試料を蒸発皿にとり、稀量した後、ビーカーに移し30%過酸化水素水を加え、加熱・反

応させ、有機物の分解 と粒子の分散を行った。反応終了後、水を加え 1時間程 してから上澄み液を除去し、

細粒のコロイドを捨てた。この作業を 7回 ほ

ど繰 り返した後、残澄を遠心管に回収し、マ

イクロピペットで適量取 り、カバーガラスに

滴下し乾燥させた。乾燥後は、マウントメデ

ィアで封入しプレパラー トを作成した。

作成したプレパラー トは顕微鏡下1000倍 で

観察 し、珪藻化石200個体前後について同定
。

計数した。なお、珪藻分析は帥パレオ・ラボ

社に一部を委託して行った。

結果と考察

5試料から得られた珪藻化石の内訳は、22

属92種である。出現した全種を第 3表に示し

た。主な種の顕微鏡写真を図版 16～ 18に示し

た。

以下に、試料ごとにその特徴 と環境指標群

(安藤、1990)か ら環境を考察した。

2T2-Dl 1052.96(96)

堆積物 lg中 の珪藻殻数は約 1.56× 105個

で、完形殻の出現率は約44%である。中～下

流性河川指標種群の4ε力%α%励奮 物%ιι競滋

潔
＼ さ ＼ ＼

十

Jヵ
 ,ウ宰済くヽ

|¥χアプ  ぬ〆 IⅢ

ふ
悪ヽ
｀ヽ、ィ今た //      //‐ …ラ|   ‖

2T2地 ヽ

2T3地 F●

第26図 珪藻分析用試料採集位置図
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やの物うど協 物 笏励など、沼沢湿地付着生指標種群の2%η%″ηα υ腕撫 やNet'械%滅 撫 あるいはDttο協
νど滅αぬ Var.物力ογなどが比較的高率で出現する。特徴的な種群 としては、湖沼沼沢湿地指標種群の

″ιわsゲ紹 α物うな物が出現する。陸域指標種群の〃ιんsゲ筋 知⑫ ηαなども出現する。

こうしたことから、中～下流河川の沼沢湿地環境が推定されるが、湖沼沼沢湿地指標種群のフケイιみsゲ紹 α%_

う葱筋が出現することから、浮遊形態の珪藻が生育できるやや水深のある環境も予想される。

2T2-Di 1052.84(108)

堆積物 lgの中の珪藻殻数は約2.33× 105個、完形殻の出現率は約43%である。沼沢湿地付着生指標種群の

2η紹%力滋  υ腕燃 や脆 t焼物 乱瓜 など、中～下流性河川指標種群の4ι力%αη励杏 乃%ειο励ルやつ力紡賜
カカ%α″var.σクカ物激 などが比較的高率で出現する。また、陸域指標種群のフ豚ιんsケ紹 知盗切筋などもわずか

に随伴する。ただし、2T2Di 1052.96(96)で検出される湖沼沼沢湿地指標種群のフ啄ο力sゲ紹 α物うな
"は
出現

しない。

こうしたことから、中～下流河川の沼沢湿地環境が推定される。なお、陸域指標種群のフИιttsゲ紹 知磁 %α

は、湿り気のあるコケあるいは湿ったコケに特徴的に付着することが知られており (伊藤・堀内、1991)、 こ

のような湿ったところ (植物の表面)に付着していたことが推定される。

2T3-Di-1053.21(68)

堆積物 lg中の珪藻殻類は約3.73× 106個、完形殻の出現率は約53%である。沼沢湿地付着生指標種群の

,%%劣力滋 υ腕漁 ゃN2t励物 ゲ滝議sな どが比較的高率で出現する。また、中～下流性河川指標種群の4εカー

%α%励容 力%∂ι競滋などや湖沼沼沢湿地指標種群の″ιんsゲ筋 α吻うな%αが随伴する。また、酸性域を好む,な

%%協%α 物肋 s″ク紹%や湿地に多いR力ψ房力物ダ肋ゼ物力も多く出現する。こうしたことから、中間湿原のよ

うな沼沢湿地環境が優勢であるが、中～下流性河川あるいはやや水深のある環境も予想される。

2T3-Dl 1052.69 2T3-Di 1052.93(96 120)

この 2試料は、その種組成が比較的似ている。堆積物 lg中の珪藻殻数は約1.73× 107個および6.58× 105個

で、完形殻の出現率は約56%お よび約27%である。いずれの試料 も中～下流性河川指標種群の4ε力ηα%励盗

力%ει誠物が高率で出現し、沼沢湿地付着生指標種群の2%%%励物 υう万dtsな どや陸域指標種群がわずかに随

伴 し、沼沢湿地環境を伴 う中～下流性河川環境が優勢で、流れのあった水域であったことが予想される。
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第 4節 尖石遺跡の種実
は じbに

昨年度、尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位

置する浅い谷部において、試掘を行った。試

掘の結果、有機性堆積物が確認され、種実を

含む生物遺体の包含が期待された。この節で

は、種実の分析結果について報じる。

試掘の採集

lTl、 lT2、 2Tl、 2T2、 2T3の 5地 点 か

ら、有機性堆積物を中心に試料を採取した (第

27図 )。 試料は50cm× 50cm、 厚さ 4 cmで切 り出

し、A, B, C,Dの 4つに分割して採取し

た (第 15図 )。

なお、試料の命名にあたっては、地点名 と

略号 (S)お よび標高 (m)でぁらわした。

例えば2Tlの 地点の標高1053.40mか ら採集

されたものは2T卜S1053.40と 表示した。

方 法

試料を1,Omm、 0.75mmの 目のふるいに順に水

洗し、目視やルーペにより昆虫遺体と同時に

種実を選別した。選丹Uし た種子は、0,05%ほ

う酸水に一時保存したのち、乾燥させ、ガラ

ス管に層位ごと、種ごとに封入した。なお、

同定については佛パレオ・ラボ社に一部を委

託して行った。

第27図 種実分析用試料採集位置図

結 果

検出された種実の種類は、54分類群であり、その種組成と分布を第 4表に示した。学名は大井次二郎著「日

本植物誌」に準拠した。また、水洗選別した層位は第27図に示した。種実の検出状況には層位によって大き

く異なり、300イ固以上の種実が検出された層がある一方、全 く種実が検出されなかった層もある。なお、主な

種実の顕微鏡写真を図版19、 20に示した。

同定された種の分類群とその識別点を以下に記載する。

サワシバ 働ゅ力第 ど
"力
筋 Bl. 果実

果実は淡褐色、やや扁平な卵形から楕円形で10～ 12本の維線がある。

アサダ 彿チィン 鬼知%〃α Sarg.呆実

:来水洗検出
:水洗検出
:水洗多量
:水洗未検出
:未水洗

湿性草本を中心とする

種実が検出

落葉高木の種実が検出

された

:イ ネが検出された
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果実は黄褐色ないし淡褐色で鈍い光沢がある。側面観は長卵形、上面観は両凸レンズ形、長さ

5 mm程度、縦に 8～ 10本程度の筋がある。

コナラ属コナラ亜属の一種 働 ιπtt subgen.Lepidobalanus sp.幼 果

殻斗鱗片が覆瓦状に並び果実上部に輪状紋がないことから、コナラ亜属である。

クマヤナギ属の一種 鹿 π力効 力 sp.核

核は淡褐色ないし責褐色で側面観は長楕円形、上面観は楕円形。 2本の維溝が走 り、下端に大

きなへそがある。

キイチゴ属の一種 Rクうパ sp.核

核は淡褐色、側面観は歪んだ狭倒卵形、上面観は狭楕円形。表面は線状の隆起があ り、網目模

様をつ くる。

フジ属の一種  フレZs″ %α sp.芽

芽は黒灰色、長楕円形で下端は膨らむ。縦方向の隆起が目立つ。

キハダ 〕修肋蕨 プ℃η α2ク兜%Sι Rupr.え重子

種子は黒色、歪んだ狭倒卵形で一方の側面にはやや長細いへそがある。表面には全体に微細な

網 目が発達する。

ブ ドウ属の一種  レ法 sp.種子

種子は黒灰色、側面観は卵形、上面観は楕円形、背面には匙状のへそがあり、腹面には穴が 2

つある。

サルナシ 4ι″%″歩2堅影″ Planch.種 子

種子は暗褐色ないしやや紫色を帯びる茶褐色、側面観は楕円形、上面観は両凸レンズ形。表面

には穴が規員」的に分布する。長さ2.1～ 2.3mm程度。

タラノキ A紹紘 劾 力 Seemann 核

核は褐色ないし茶褐色、側面観は半月状で上面観は扁平。背軸側にはやや明瞭な溝が 2～ 3本

ある。

ムラサキシキブ属の一種 働脇 ゅα sp.核

核は淡褐色、側面観は楕円形、上面観は三 日月形。背面は平滑で腹面はリング状の くばみがあ

る。

ヘラオモダカ 4除勿α何%α″εttη  A.Br et BouchO 呆実

果実は淡褐色ないし黄褐色、側面観は歪んだ倒卵形、上面観は狭い扇形。背軸側に深い溝が 1

本ある。

オモダカ属の一種 働炒婉物 sp.果実

呆実は淡褐色ないし責褐色、側面観は歪んだ倒卵形、上面観は扁平。周囲の翼は発達 し広がる。

オモダカ科の一種 Alismataceae sp.種子

種子は黒色、歪んだ逆U字形。

イネ 0ヮ絡 Mttα Linn.穎

穎は淡褐色ないし責褐色、側面観は楕円形、上面観は扁平。表面には規則的に配列する独特の

顆粒状突起がある。

アワ近似種 膨勿滋 紘加 (cf.)Beau1/.穎果
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側面観は卵形、上面観は片凸レンズ形。

エノコログサ属の一種 膨筋物 sp.穎果

穎果は淡褐色、側面観は卵形、上面観は片凸レンズ形。背面の基部には台形の突起があり、表

面には横方向の隆起がある。

イネ科の一れ五 Gramineae sp.頴果

穎果は淡褐色、側面観は長楕円形、上面観は扁平。

スゲ属の一種 A 働街筋 sp.A 果実

果実は黒色、扁平な円形。表面は網目模様。長さ22～ 2.3mm、 幅1.6mm程度。

スゲ属の一種 B 働 %筋 sp.B 果実

果実は黒灰色、扁平な卵形。長さ1.5mm程度、幅1.lmm程度。

スゲ属の一種 C 働頻筋 sp.c 果実

呆実は黒灰色、扁平なやや縦方向に長い卵形。

スゲ属の一種 D 働 %餌 sp.D 果実

呆実は淡褐色、三稜形。長さ1.5mm程度、幅1.Omm程度。

スゲ属の一種 E 働 %筋 sp.E 呆実

果実は黒灰色、三稜形。長さ1.7～ 2.Omm程度、幅1,0～ 1.lmm程度。

スゲ属の一種 F ttγtt sp.F 果実

果実は淡褐色、三稜形。長さ2.5mm程度、幅1.6mm程度。

スゲ属の一種 G ttγtt sp.G 果実

果実は責褐色で光沢がある。扁平な卵形で長さ1.7mm程度、幅1.2mm程度。

カヤツリグサ属の一種 A ●少″姑 sp.A 果実

果実は責褐色ないし褐色、扁平な倒卵形。長さ1.3～ 1.5mm程度、幅0.9mm程度。

カヤツリグサ属の一種 B ●レタηA Sp.B 果実

果実は黄褐色ないし褐色、扁平な倒卵形。長さ1.Omm程度、幅0.5mm程度。

カヤツリグサ属の一種 C のνtt sp.C 果実

果実は黒褐色で三稜形。長さ1.lmm程度、幅0.6mm程度。

ハリイ属の一種 A attι励ぬ sp.A 果実

呆実は淡褐色、側面観は倒卵形、上面観は片凸レンズ形。長さ1.5mm程度、幅1.Omm程度。

ハリイ属の一種 B E″θε力αtt sp.B 果実

果実は淡褐色、側面観は倒卵形、上面観は片凸レンズ形。

ホタルイ属の一種 A 駐ゎ鉢 sp.A 果実

果実は黒褐色ないし褐色で光沢がある。扁平な倒卵形で長さ2.Omm程度、幅1.8mm程度。

ホタルイ属の一種 B Sc均熔 Sp.B 果実

呆実は黒色で扁平な卵形。長さ1.3mm程度、幅1.lmm程度。

ヨナギ ″%θθ力ο%α υ軽加αtt Presl var.Pテク笏⊆ケ%効 S01ms―Laub.種子
果実は褐色で光沢がある。側面観は楕円形、上面観は円形。長さ0。 9～ 1.lmm程度。

ミゾソバ 捻み即%2物 滋%%b聖″ Sieb.et Zucc.果実

果実は淡褐色ないし責褐色、側面観は両端が尖る卵形、上面観は三角形。果皮は柔らかく、変
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第 4表 尖石遺跡の種実 (数字は個数、カッコ内は破片の数 )



形して押しつぶされていることが夕い。

サナエタデ 鈴み四 %ク2L″α肋力瘍物 Linn.呆実

呆実は黒褐色ないし茶褐色で光沢がある。側面観は卵形、上面観は両凸レンズ形。

ボントクタデ近似種 P9み印%2解 少クうおθιηs(cf.)Blum 呆実

果実は黒灰色、側面観は両端が尖る卵形、上面観は三角形。表面は網目模様。

イヌタデ近似種 島秒臣%ク勿 ん縫お功 物 (Cf.)De Bruyn 果実

果実は黒色で光沢がある。側面観は卵形、上面観は三角形。

タデ属の一種 島秒騨%ク%Sp.果実

果実は黒色、側面観は倒卵形で先端はやや尖る。上面観は 2面であるがほぼ円形。

ナデシコ不斗の一種  Caryophynaceae sp. 種子

呆実は灰褐色、扁平な円形、表面は多数の突起がある。

ケキツネノボタン 盈効筋ι%′笏 εαη力%″%sλ DC.果実

果実は淡褐色、扁平な卵形で上端はくちばし状に尖る。

タケニグサ Zπ彫りα θθγttα″ R.Br.種子

果実は淡褐色、側面観は楕円形、上面観は円形。表面は網目模様。

ヘビイチゴ属,オランダイチゴ属,またはキジムシロ属の一種 D%力餐%をα sp,Fη gクηα sp,and/or島 ″%″チカ

sp. 核

果実は淡褐色ないし黄褐色、側面観は歪んだ狭倒卵形、上面観は狭楕円形。

エノキグサ 4防抄 励 激 ぬ Linn.種子

種子は黒灰色、側面観は倒卵形、上面観は円形。表面は微細な網目模様がある。

ツリフネソウ属の一種 rψαttηs sp.種子

種子は黒灰色で光沢がある。側面観は楕円形、上面観は円形。表面は隆起があり、不連続な網

目模様をつ くる。

ノブ ドウ 4%ν ′ψsAう%υ力ι功 %επ力″ Trautv 種子

種子は淡褐色、側面観は卵形、上面観は楕円形。背面には視棒状のへそがあり、腹面には穴が

2つある。

スミレ属の一種 防肋 sp.種子

種子は淡褐色ないし責褐色、側面観は下端が尖る倒卵形、上面観は円形。

ウド A紹協 θ
"力
″ Thunb.果実

核は淡褐色、側面観は半月状、上面観は扁平。背軸側には不明瞭な溝がある。

アリノトウグサ 肋 ん役お 物減 %チ協 R.Br.核

核は淡褐色、側面観は上端が尖る卵形、上面観は円形。表面には 8本の隆起がある①

ドクゼリ属またはセリ属の一種 C″クル and/or Oοηα%肋ι sp.果実

側面観は倒卵形、上面観は半円形。片面には 3本の明瞭な隆起がある。

シロネ属の一種 助εψtyS Sp.果 実

果実は淡褐色、側面観は長倒卵形、上面観は三角状広倒卵形。向軸面には三角形の大きなへそ

がある。果実の周囲はコルク質の最外層で覆われる。

イヌヨウジュ属の一種 〃岱滋 sp.果実
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呆実は淡褐色ないし茶褐色、側面観は円形、上面観は楕円形。

mm程度。

イヌコウジュ属またはシソ属の一種 〃θstt sp.and/or攪 力物 sp.果実

果実は淡褐色ないし茶褐色、側面観は円形、上面観は楕円形。

度。

シソ属の一種 脆万協 sp.果実

表面は網目模様。長さ1.0～ 1.2

表面は網目模様。長さ1.5mm程

果実は淡褐色ないし茶褐色、側面観は円形、上面観は楕円形。表面は網 目模様。長さ1.8mm程

度。

エゴマ 兌力協 力 拡ει%S Britton var.′ ψθ%ゲια Hara(Labiatae)果 実

呆実は淡褐色ないし茶褐色、側面観は円形、上面観は楕円形。表面は網 目模様。長さ2.2mm程

度。

考 察

第 4表・第27図のとおり、最も深い層には、2T3地点を中心に木本層であるヨナラ属コナラ亜属、サワシ

バ、アサダ、キハダが多く検出された。付近に落葉高木を主とする森林が成立していた時期が考えられる。

2T3地点の浅い部分は、スゲ属の一種や ミゾソバ、ツリフネソウ属の一種、ドクゼリ属またはセリ属の一種が

優占するような水深のある湿性な環境であったことが推定される。

一方、2Tl地点や2T3地点の比較的浅い部分では、ヘラオモダカ、オモダカ属、オオダカ科、ホタルイ属、

ハリイ属、コナギ、 ミゾソバ、ボントクタデ近似種、ケキツネノボタン、ツリフネソウ属、 ドクゼリ属また

はセリ属、シロネ属などの湿地に多くみられる種が多く出現し、やはり湿性な環境であったことが予想され

る。これらの草本の中には、ヘラオモダカ、オモダカ属、オモダカ科、ヨナギなど水日に普通にみられるも

のも多い。また、畑地ないし路傍的な環境もみられるサナエタデ、イヌタデ近似種、ナデシヨ科、エノキグ

サ、スミレ属、イヌコウジュ属、アリノトウグサなども検出されている。

イネの穎は、lTl S 1052.28,lT2 S-1052.44,2Tl S 1053.13～ 1053.37,2T2S1053.60の 有機物堆積

層の深さ約80cm以上の 7層から検出され、この層より上部の層での水田の存在が予想された。このうちlT2

S-1052.44か らは、栽培植物と考えられるエゴマも同時に検出されている。これらの層の放射性炭素年代測定

の分析結果から約1,500年から1,000年前の層 (lT卜C141052.47,2T卜C141053.40,2T卜C141053.31,

2T卜C141053.18)以降のものであることが確認されている。一方、深い層位では、地表から約 100cmの深さ

(2T2-S-1052.88)か らイネの穎が 1個検出されている。この層は放射性炭素年代測定の分析結果から約

2,500年から3000年前の層 (2T2C14-1052.91,2T2C14-1052.84)で あることがわかっている。今後もこれ

らの情報を基に、尖石遺跡及びその周辺での稲作の状況を復元していかなくてはならない。
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第 5節 尖石遺跡の昆虫遺体

は じめに

昨年度、尖石遺跡と与助尾根遺跡の間に位

置する浅い谷部において、試掘を行った。試

掘の結果、有機性堆積物が確認され、昆虫遺

体を含む生物遺体の包含が期待された。この

節では、昆虫遺体の分析結果について報じる。

試料の採集

lTl、  lT2、 2Tl、 2T2、 2T3の 5'也 ′ミか

ら、有機性堆積物を中心に試料を採集した (第

28図 )。 試掘は50cm× 50cm、 厚さ 4 cmで切 り出

し、A,B,C,Dの 4つに分割して採集し

た (第 15図 )。

なお、試料の命名にあたっては、地′点名と

略号 (S)お よび標高 (m)でぁらわした。

例えば2Tlの地点の標高1053.40mか ら採集

されたものは2Tl 1 1053.40と 表示した。

方 法

試料を1.Omm、 0.75mmの 日のふるいに順に水

洗し、0。 75mmの 日以上のふるいに残ったもの

をルーペを使った目視で種実と同時に昆虫遺

体を選別した。また、試料採集中に見出され

た昆虫遺体もその場で選別した。選別した昆

虫遺体は、0.05%ほ う酸水に一時保存したの

頂 き
tt;

+′

! 叫〃
/ツ

:未水洗検出
:水洗検出
:水洗未検出
:未水洗
トピタラ類の幼虫の

巣を検出

＼  r｀
ヽ
,

/.ユ
_二と≦ミくく

｀`
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○
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鰤
辮
爛

ｏ
ｍ
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珀

ｍ

ｍ

Ш

画

面

向

Ш

珈

。
ｍ

知

ｍ

ｍ

ｍ

酌

四

ち、ガラス管に層位ごとに75%メ チルアルコールを用いて液浸標本と

は、長野市立茶臼山自然史館の倉田悟先生にご同定いただいた。

結 果

昆虫分析用試料採集位置図

して188本保管している。なお、標本

まず、同定された昆虫遺体の種組成を第 5表に示す。記載種の学名は森本他著「原色日本甲虫図鑑 I～Ⅳ」

に準拠した。また、水洗選丹Uさ れた昆虫遺体の種組成を層位ごとに第 6表に示した。試料採集中に見出され

た昆虫遺体の種組成も同じく層位ごとに第 7表に示した。水洗選別された昆虫遺体が細かく壊れていること

から、種の同定までできたものは非常に少なく、科のレベルまでの同定に止まるものがほとんどであった。

水洗選別した層位は第28図に示した。この図のとおり、昆虫遺体の検出状況には層位によって大きく異な

り、10以上の分類群が検出された層がある一方、全 く昆虫遺体が検出されなかった層もある。図版21に は、

主な昆虫遺体の顕微鏡写真を示した。
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第 5表 尖石遺跡の昆虫遺体

分類群 (和名) 分類群 (学名)

オサムシ科の一種

アオゴミムシ亜科の一種

ミズスマシ科の一種

エンマムシ科の一種

コガネムシ科の一種

コガネムシ科ツノヨガネ属の一種

タマムシ科の一種

コメツキムシ科の一種

テントウムシ科の一種

タマムシモ ドキ科の一種

カミキリムシ科の一種

ハムシ科の一種

ハムシ科カメノコハムシ亜科の一種

プウムシ科の一種

ヤマ トゴキブリ

ラクダムシ科の一種

トビケラロの一種

エグリトビケラ科の一種

オンダケ トビケラ属の一種

ヨンメトビケラ

ニンギョウトビケラ科の一種

アプ科の一種

アリ科の一種

Family Carabidae

Subfanily Callistinae

Family Cyrinidae

Family Histeridae

Family Scarabaedae

五ゴβ ιο瑠♂口♂

Family Buprestidae

Falllily Elateridae

Family COccOinellidae

Family Monommidae

Family Cerambycidae

Family Chrysomelidac auct。

Subfamily Cassidinae

Family Curculionidae

助 ′ar2θ  ιβ プapοヵヱο2 Karny

Family lnocelliidac

Order Tr■ choptera

Family Limnephilidae

みθ♂め♂ι
"ψル
7露

P9F」iSSO,θLrFa paratr9/2 McLachlan

Family Goeridae

Family Tabanidae

Falllily Fornicidae

考 察

第5表のとおり、試料採集中に見出された昆虫遺体は2T3地点のものがほとんどであり、試料の保存状態が

良いことが考えられる。

各層ごとの昆虫相は、2T卜11053.13よ り下層や2T3-11053.09か ら1052.85の 間の層で、トビケラ類の幼虫

の巣が確認された層が集中しているものの、全体にはあまり差がなく、有機堆積物の堆積とその変化の対応

は見られない (第28図 )。

倉田先生からは、調査地の古環境は、山麓か山間の平坦地で、小川が流れ、小さな池などもあり、また、

周りには、疎林的な雑木林があり、日当たりのよい草地などの存在も予想されることをうかがった。現在の

調査地に隣接するハンノキ林などは、この条件に比較的あう林としてあげられた。

また今回、採集されたものが甲虫類のキチン質の比較的硬い部位で、光 り輝く部位のものが多く見られた。

試料の採集方法が、日視によっており、これらが影響していることは十分考えられる。さらに、標本が微細

なことから、種の同定は難しく、詳細な分析には、今後の研究を待ちたい。
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甲
虫
の
一
種

lT
2-
I-
10
52
.2
8 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
1T
2-
16
A

不
明
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

体
片
、
脚
片
  
  
  
  
  

甲
虫
?の
一
種

lT
2-
18
A

lT
2-
I-
10
52
.2
0
エ
グ
リ
ト
ビ
ケ
ラ
科
又
は
ニ
ン
ギ

il
id
ae
 o
r 
Fa
mi
lv
 C
oe
ri
da
e

虫
の
巣

lT
2-
I-
10
52
.0
4

体
片

不
明

甲
虫
?の
一
種



試
料
番
号

分
類
群
名
(和
名
)

分
類
群
名
(学
名
)

採
集
部
位

備
考

2T
l―
I-
10
53
.3
7

2T
l-
12
A

カ
ナ
ブ
ン
類
?

ハ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
  
 F
am
il
y 
Ch
ry
so
me
li
da
e 
au
ct
. 
  
  
  
  
  
 

翅
片

2T
l―
I-
10
53
.2
1 
い

2T
l-
16
A

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
科
の
一
種

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ac

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ei
da
e

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ci
da
e

Fa
mi
ly
 E
la
te
ri
da
e

Fa
mi
ly
 E
la
te
ri
da
e

Or
de
r 
Tr
ic
ho
pt
er
a

体
片
多
数
、
前
胸
背
片
(成
虫
)

翅
片
、脚
片
、
体
片
、

翅
片
、
体
片

翅
片
、
体
片

翅
片
、
体
片
、脚
片

胸
片
幼
虫
の
巣

カ
ナ
ブ
ン
類
?

ハ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
  
 F
am
il
y 
Ch
ry
so
me
li
da
c 
au
ct
. 
  
  
  
  
  
  

翅
片

2T
l―
I-
10
53
.1
7

2T
l-
17
A

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
又
は
ハ
ム
シ
科
の
一
種

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ae
 o
r 
Fa
mi
ly
 C
hr
ys
om
el
id
ae
 a
uc
t,
  
  
μ 甲
ナ キ
、月
同
、列
質
書ヽ
ナ キ
、

不
明

体
片
  
  
  
  
  
  
 

甲
虫
の
一
種

2T
l―
I-
10
53
.1
3

2T
l-
18
A

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
又
は
タ
マ
ム
シ
科
の
一
種

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
科
の
一
種

ト
ビ
ケ
ラ
ロ
の
一
種

不
明

F
am
il
y 
Ca
ra
bi
da
e

翅
片

F
am
il
y 
Sc
ar
ab
ae
da
e 
or
 F
am
il
y 
Bu
pr
es
ti
da
e 
  
  
 
  
  
  
費 密
チ ヤ

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ei
da
e 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
翅
片
、
イ本
片
、脚
片

カ
ナ
ブ
ン
類
?

2T
l―
I-
10
53
.1
3

体
片
、
翅
片
、

翅
片
、脚
片
(多
数
)

体
片
、
翅
片
、
脚
片

胸
背
片

脚
片
、
翅
片

幼
虫
の
巣

脚
片
、
翅
片
(多
数
)

2T
l-
18
C

キ
ノ
コ
ム
シ
類
の
一
種

― ― 枷 Φ Ｉ Ｉ

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

オ
サ
ム
シ
科
又
は
、
タ
マ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
科
の
一
種

ハ
ム
シ
科
の
一
種

ト
ビ
ケ
ラ
ロ
の
一
種

不
明

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

ト
ビ
ケ
ラ
ロ
の
一
種

不
明

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
科
の
一
種

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

ハ
ム
シ
科
の
一
種

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae

ッ傷
ゴ
oο
ど
ち
ο
と ガ
tr
s 
Or
 F
am
il
y 
Bu
pr
es
ti
da
c

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ae

Fa
mi
ly
 E
la
te
ri
da
e

Fa
mi
ly
 C
hr
ys
om
el
id
ae
 a
uc
t.

Or
de
r 
Tr
ic
ho
pt
er
a

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ae

Or
de
r 
Tr
ic
ho
pt
er
a

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ae

Fa
mi
ly
 E
la
te
ri
da
e

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ae

Fa
mi
ly
 C
hr
ys
om
el
id
ae
 a
uc
t`

胸
背
片
、
体
片

翅
片
、
体
片
、脚
片
、胸
背
片

幼
虫
の
巣

体
片

体
片
、脚
片
、
翅
片
、
体
片

体
片
、脚
片
、
翅
片
、
胸
部
片

翅
片
、脚
片
、

翅
片
、
体
片

翅
片
、
体
片
、
脚
片
、
(多
数
)

体
片
、
翅
片
、
脚
片
、

不
明
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

胸
背
片
  
  
  
  
  
  

甲
虫
の
一
種

2T
l―
I-
10
53
,0
9

2T
l-
19
A

甲
虫
(コ
ガ
ネ
ム
シ
科
?)
の
一
種

不
明
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

前
胸
背
片
  
  
  
  
  
 

甲
虫
(陸
上
に
す
む
)の
一
種

2T
l―
I-
10
53
.0
5

2T
l-
20
A

ト
ビ
ケ
ラ
ロ
の
一
種
  
  
  
  
  
  
  
Or
de
r 
Tr
ic
hO
pt
er
a 
  
  
  
  
  
  
  
  
 

幼
虫
の
巣

2T
l―
I-
10
53
.0
5

2T
l-
20
C

ハ
ム
シ
科
の
一
種

Fa
mi
ly
 C
hr
ys
Om
el
id
ae
 a
uc
t.

体
片

ト
ビ
ケ
ラ
ロ
の
一
種
  
  
  
  
  
  
  
Or
de
r 
Tr
ic
ho
pt
er
a 
  
  
  
  
  
  
  
  

幼
虫
の
巣

2T
l―
I-
10
53
.0
1

2T
l-
21
A



試
料
番
号

分
類
群
名
(和
名
)

分
類
群
名
(学
名
)

採
集
部
位

備
考

ヨ
ツ
メ
ト
ビ
ケ
ラ
  
  
  
  
  
  
  
  
Pe
ri
ss
on
eu
ra
 p
ar
ad
ox
a 
Mc
La
ch
la
n 
  
  
  
  
 

幼
鳳
の
果

2T
l-
22
A

2T
l―
I-
10
52
.9
7

体
片
、
翅
片
、脚
片
、
前
胸
背
片

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

タ
マ
ム
シ
科
の
一
種

ハ
ム
シ
科
の
一
種

ヨ
ツ
メ
ト
ビ
ケ
ラ

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ae

Fa
mi
ly
 B
up
re
st
id
ae

Fa
mi
ly
 C
hr
ys
om
el
id
ae
 a
uc
t`

翅
片
、
体
片
、

体
片
、
翅
片
、脚
片

2T
l―
I-
10
52
.9
3

xa
 M
cL
ac
hl
an

F
am
il
y 
Ca
ra
bi
da
e

F
am
il
y 
Sc
ar
ab
ae
da
e

F
am
il
y 
Sc
ar
ab
ae
da
e 
or
 F
am
il
y 
Ch
ry
so
me
li
da
e 
au
ct
.

F
am
il
y 
Ch
ry
so
me
li
da
e 
au
ct
.

=
sθ
v」
9d
ι
9,
9ρ
4/
ゼ
ar

F
am
il
y 
Ca
ra
bi
da
e

F
am
il
y 
Sc
ar
ab
ae
da
e

O
rd
er
 T
ri
ch
op
te
ra

F
am
il
y 
Ta
ba
ni
da
e

F
am
il
y 
Ca
ra
bi
da
e 
or
 F
am
il
y 
Ch
ry
so
me
li
da
e 
au
ct
,

F
am
il
y 
Sc
ar
ab
ae
da
e

虫
の

体
片
後
脚
片
、
腹
部
片
、
体
片

翅
片
、
体
片
、脚
片

翅
片
幼
虫
の
巣

腹
部
片
、
翅
片

体
片
幼
虫
の
脚
片
、
口
器
(大
綿
)片

幼
虫
の
腹
部
片

翅
片
、
体
(腹
部
)片
、
頭
部
片

翅
片

ヨ
ン
メ
ト
ビ
ケ
ラ
  
  
  
  
  
  
  
  
Pe
ri
ss
on
eu
ra
 p
ar
ad
ox
a 
Mc
La
ch
la
n 
  
  
  
  
 

幼
虫
の
巣

2T
2-
4A

2T
2-
I-
10
53
.7
6

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
又
は
ハ
ム
シ
科
の
一
種

ハ
ム
シ
科
の
一
種

オ
ン
ダ
ケ
ト
ビ
ケ
ラ
属
の
一
種

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

ト
ビ
ケ
ラ
ロ
の
一
種

ア
ブ
科
の
一
種

オ
サ
ム
シ
科
又
は
ハ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

― ― い 『 ― ―

不
明
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

腹
部
片
  
  
  
  
  
  

甲
虫
の
一
種

2T
2-
8A

2T
2-
I-
10
53
.6
0

ア
ブ
科
の

2T
2-
I-
10
53
.3
6
ォ
サ
ム
シ
科
又
は
コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae
or
 F
am
il
y 
Sc
ar
ab
ae
da
c 
  
  
  
翅
片

2T
3-
I-
10
53
.2
5

2T
3-
16
A

カ
メ
ノ
コ
ハ
ム
シ
亜
科
の
一
種
  
  
  
  
  
Su
bf
an
il
y 
Ca
ss
id
in
ae
  
  
  
  
  
  
  
  

翅
片

2T
3-
18
A

2T
3-
I-
10
53
.1
7

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
又
は
タ
マ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
又
は
ハ
ム
シ
科
の
一
種

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae

翅
片

不
明
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

脚
片
  
  
  
  
  
  
 

甲
虫
の
一
種

2T
3-
20
A

2T
3-
I-
10
53
.0
9

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

タ
マ
ム
シ
科
の
一
種

ハ
ム
シ
科
の
一
種

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
又
は
ハ
ム
シ
科
の
一
種

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
科
の
一
種

タ
マ
ム
シ
モ
ド
キ
科
又
は
ハ
ム
シ
科
の
一
種

ゾ
ウ
ム
シ
科
の
一
種

オ
ン
ダ
ケ
ト
ビ
ケ
ラ
属
の
一
種

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ac
 o
r 
Fa
mi
ly
 B
up
re
st
id
ae
  
  
  
翅
片
、
胸
背
片
、
前
頭
片
、
体
片
な
ど

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ac
 o
r 
Fa
mi
ly
 C
hr
ys
om
el
id
ae
 a
uc
t.
  
  
支 密
ナ キ

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae

Fa
mi
ly
 B
up
re
st
id
ae

Fa
mi
ly
 C
hr
ys
om
el
id
ae
 a
uc
t

Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ae

Fa
mi
ly
 S
ca
ra
ba
ed
ae
 o
r 
Fa
mi
ly
 C
hr
ys
Om
el
id
ae
 a
uc
t.

Fa
mi
ly
 E
la
te
ri
da
e

Fa
mi
ly
 M
on
om
mi
da
e 
or
 F
am
il
y 
Ch
ry
so
me
li
da
e 
au
ct
.

Fa
mi
ly
 C
ur
cu
li
on
id
ae

Pd
et
r」
9d
と
θ
″
蒻
ガ
aI

体
片
(多
数
)

翅
片
翅
片

体
片
、
翅
片

体
片
、
翅
片
、
胸
背
片
な
ど

翅
片
翅
片
翅
片
翅
片
幼
虫
の
巣
片



― ― 枷 ∞ ― ―

試
料
番
号

分
類
群
名
(和
名
)

分
類
群
名
(学
名
)

採
集
部
位

備
考

基
2T
3-
22
B

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae
  
  
  
  
  
  
  
  
  

翅
片
と
脚
片
 
多
数

オ
サ
ム
シ
科
又
は
ハ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 C
ar
ab
id
ae
 O
r 
Fa
mi
ly
 C
hr
ys
Om
el
id
ae
 a
uc
t,
  
翅
片
 
多
数

ア
オ
ゴ
ミ
ム
シ
亜
科
又
は
ハ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
 S
ub
fa
mi
ly
 C
al
ls
ti
na
e 
or
 F
am
il
y 
Ch
ry
so
me
li
da
e 
au
ct
.脚
片
 
多
し

コ
ガ
ネ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
 F
am
il
y 
Sc
ar
ab
ae
da
e 
  
  
  
  
  
  
  
  

脚
(腿
節
)片

テ
ヂ會
弁 軍
啓
8三
甕
  
  
  
  
  
  
 
号子
BI
】
を
滋
ar
ab
ae
da
e徹
″
οお
ぉ
?)
  
  
  
  
  
欝拓
背
片
  
  
  
  
  
 
マ
グ
ノ
コ ガ
ネ
?

タ
マ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 B
up
re
st
id
ae
  
  
  
  
  
  
  
  
 

脚
片
 
多
数

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 E
la
te
ri
da
e 
  
  
  
  
  
  
  
  

翅
片

務
妹
宴
ず
一 種
  
  
  
  
  
拠
と:
比
玉 =
i=
薄
.を
とi
da
e 
  
  
  
  
  
  
  
霧曇
の 巣
片

ヨ
ン
メ
ト
ビ
ケ
ラ
  
  
  
  
  
  
  
  
P藍

ミ
dd
伽
9コ
r2
pt
ta
do
ェ
a 
Mc
La
cH
an
  
  
  
  
  
 
巣
片

不
明

_一
翔

一
種

2T
3-
24
A

オ
サ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 C
a
ra
bi
da
e 
  
  
  
  
  
  
  
  
 

胸
背
、
翅
片

コ ガ
ネ
会
シ 科
8三
軽
  
  
  
  
  
  
  
  
 :
駅
:i
子
せ::
:二
と:ど
露
e 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
綿
存
|キ
翅
片
、成
虫月
同 片

タ
マ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 B
up
re
st
id
ae
  
  
  
  
  
  
  
  
 

翅
片
と
脚
片

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 E
la
te
ri
da
e 
  
  
  
  
  
  
  
  

胸
背
片
、
翅
片

ハ
ム
シ
科
り 9
-一
れ
E 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 C
hr
ys
Om
el
id
ac
 a
uc
t.
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
支 留
ナキ

罪じ
歩 デ
:ど
歩 ラ
属の
一 種
  
  
  
  
  
遣
置。
欝笠
孵
ω 
Ka
rl
ly
  
  
  
  
  
  
甥仁
の 巣

覇
藤
=T
両
戸
蔑
|・
4と
二
重
空
ヱ
__
__
_一
一
―
一
一
―
マ
~~
~二
些
二
聾
堅
里
些
塑
聖
聖
虫
聖
型
壁
堅
型
室
二
_ 
  
  
  
  

幼
虫
の
巣

2T
3-
26
A

ζ
み
二
r9
毒
房
畳
桂

タ
マ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
::
|
ユ
享
ξ
::
::
i:
:i
::
Or
 F
am
il
y 
Bu
pr
eS
ti
da
e 
  
  
  
修
:?
翅
片
と
脚
片
(多
数
)

タ
マ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 B
up
re
st
id
ae
  
  
  
  
  
  
  
  
 

翅
片
と
脚
片

コ
メ
ツ
キ
ム
シ
科
の
一
種
  
  
  
  
  
  
Fa
mi
ly
 E
la
te
ri
da
e 
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図版 2

1 遺構 1〈 I ttF14e5,F15el〉 (東から)

2 遺構 2〈 I ttH13el〉 (東から)

3 遺構 3〈Ⅳ区F2el〉 (西から)



図版 3

遺構 5〈IVttH2el〉 (北から)

|ド場鐵禅Ⅲ瀬霞ド

い1鞠謬
鶴  .

―
 |―
 |―玉|l iⅢⅢ

2 遺溝 5〈Ⅳ区H2el〉遺物出土状態 (東から)



図版 4

1 遺構 6・ 7〈Ⅳ区12el〉 (北から)

2 遺構 8〈Ⅳ区Jlel〉 (東から)

3 遺構 9〈Ⅳ区」2el〉 (南から)



図版 5

1 遺構 10〈Ⅳ区J3el〉 (北から)

2 遺構11(Ⅳ区K2el〉 (北から)

3 遺構 12〈Ⅳ区K3el〉 (北から)



1  遅謝毒13・ 14・ 15く IVttL2el〉 (ヨヒから)

2 遺構16。 17。 18〈Ⅳ区L2e5。 L3el〉 (東から)

3 遺溝 18〈Ⅳ区L3el〉遺物出土状態 (北から)



図版 7

IVtt12al 出土土器(1)

一〓一工↓一，
一ヽ　（Ｚ

無 ■■
Ⅳ区12al(遺構 5)出土土器(2)

■||||||
(遺構 5)



図版 8

l Ⅳ区12al(遺構 5)出土土器(3)

鯵
2 Ⅳ区12al(遺構 5)出土土器は)(約 1/2)



図版 9

l Ⅳ区12el(遺構 6)出土土器 (約 1/2)

2 Ⅳ区」lel(遺構8)出土土器 (約 1/2)



図版 10

Ⅳ区J2el(遺構 9)出土土器 (約 1/3)

2 Ⅳ区」3el(遺構10)出土土器 (約 1/3)



図版 H

出土土器 (約 1/2)IVttK2el

2 1VttK3el(遺 構12)出土土器 (約 1/2)



図版 12

l Ⅳ区L2e5・ L3el(遺構16～ 17)出土土器 (約 1/2)

(遺構 18) 出土土器 (約 1/2)



図版 13

l IVttH2el(遺 構 5)出土土器(1)

3 1VttH2e2(遺構 5)出土土器(働

41■|
Ⅳ区L3el(遺構18)出土土器

IVttH2e2(遺構 5)出土土器(2)

,IIIIIIII■|||||||

4 Ⅳ区K2el(遺構11)出土土器



遺構 17・ 18

遺構12

図版 14

1 出土石器(1)(約 3/2)

‐置構 6。 7

2 出土石器121(約 3

遺構 5

II ttH15el茫ュ右写161 17・  18

遺構13・ 14・ 15遺構12

/2)



図版 15

遺構15

1 出土石器(謝 (約 1/2)

2 出土石器は)(約 1/2)

3 出土石器(0(約 1/2)



主要珪藻化石の顕微鏡写真

14励ηα″協公 ヵ珍み¢″2(Hu説 .)LB.var.多力ο″Flover&JOnes 2 4.力ηttο励ヵ (Br釣.)Grun.34 ,のウ,οtt Krasske 44.
カル℃霊ηヵHust 54物 カクぬsゲηα Kuetz.6 4婢力ο夕9″妙翻 Ehr var.物 ′″ω (Brander)A.Cl.7 4″ ο″ο¢ο″ヮんs¢掏クηS(Brёb)Cl.
var.うη鵜思ゲη (Bttb)Hust 84%力ωs¢ゲ解 ,″bを″,(Grun.)SimOnsen 9 6α ttη♂港肋θゲ′′″物 (Grun)Cl 10 Cο ♂ωηθλ少彦♂¢η物滋Ehr
llの物う¢′力 d力 %αヵGreg,12 Diaわ 物α物容οブο″(Ehr)Kuet8 13つカカ″θゐουαゐ (Hllse)Cl 14∠ 光ン勃″協¢″sた HOrikawa et Okuno
15 D sp.16E%″ο″ク́ 珍ο″ηα腕 (Dillwyn)Rabh var.タ カοπ(Kuetz.)Rabh

ｋ

磯

け



図版 17

1五湯ηο房クク2¢夕″ ″ Ehr varう
''切
s(Ehr.)Grun 2 69勿 ″力οηη夕2''″送砕9勉蕨効 (Kuetz)Rabh var οうtttsα物″ (Kuetz.)Grun 3 G

♂励%″″ Ehr.4 Frp″ Jzs励ヵ α妙 カゲοワS(Ehr)Grun 5 ′И9ん Sゲη υαttρ″s Ag 6 ′Иο幻ブゲοη
'π
″力″ Ag var.θοηsttσ肱 (Ralfs)V.H

7^物クケσ%力 οσθ%′力Krasske 8^上 少励膨η力 Ehr,9 Ara'E効″ ぅたク′θク紘物 (Lagerst.)Cl,Var.sク肋物ノカ物物 Krammer 10 0オカοsグη

約盗効″α(Raben)O′ Meara ■ 2ηηクカ″α,θttψ力αθttα ヽヽr smith.12Rうο%9,あ Ehr

Ｌ
に
け



図版 18

1 9五″%励万αう″υゲθοs力″Cl.var d%物 αチη″,Hust 2 2s力 物クチ9クカοη (Grun)C1 3 2ヮゲ脆撫  (Nitz)Ehr.4 R力9/形乃ブカ gみうι協励

(Ehr)O Muell.5 S勉ク/0″¢λ沙力ο♂″ゲε¢″力/οη(Nit3)Ehr var.力 ησゼοЙクカ (Kuetz)Grun.6 S7″ ¢′夕∽ク肋,(Nitz.)Ehr

鶴 麟 ⅢⅢ離
―

―



図版19

e

0          5mm

主要種実などの顕微鏡写真

1サワシバ (果実) 2アナダ (果実)3コ ナラ属ヨナラ亜属の一種 (効果)4フ ジ属の一種 (芽) 5キハダ (種子)
6ク マヤナギ属の一種 (核)7ブ ドウ属の一種 (種子) 8オモダカ属の一種 (果実) 9イ ネ (頴) 10ア ワ近似種 (頴果)
ユエノコログサ属の一種 (頴果) 12イ ネ科の一種 (頴果) 13スゲ属の一種 (B)(果実) 14スゲ属の一種 (C)(果実)
15ス ゲ属の一種 (E)(果実) 16スゲ属の一種 (F)(果実) 17ミ ブソバ (果実)18ボントクタデ近似種 (果実)
19ナデシコ科の一種 (種子)20ケキツネノボタン (果実)21ツ リフネソウ属の一種 (種子) 22ノ ブドウ (種子)
23ス ミレ属の一種 (種子)24ドクゼリ又はセリ属の一種 (果実)25不明芽



図版20

衰

停

● 凱
0                 5mm

1キイチゴ属の一種 (核) 2タ ラノキ (核)3サ ルナシ (種子)4ム ラサキシキブ属の一種 (核) 5ヘ ラオモダカ (果実)
6オモダカ科の一種 (種子) 7ス ゲ属の一種 lAl(果実)8ス ゲ属の一種 (D)(果実) 9ス ゲ属の一種 (G)(果実)
10カ ヤツリグサ属の一種 (Al(果実) ■カヤツリグサ属の一種 (B)(果実) 12カヤツリグサ属の一種 (C)(果実)
13ハ リイ属の一種 (Al(果実) 14ハ リイ属の一種 (B)(果実) 15ホ タルイ属の一種 (Al(果実)
16ホ タルイ属の一種 (B)(果実) 17コナギ (種子) 18サナエタデ (果実) 19イ ヌタデ近似種 (果実)
20タ デ属の一種 (果実)21タ ケニグサ (種子) 22ヘ ビイチゴ属又はオランダイチ到属又はキジあシロ属 (核 )
23エノキグサ (種子)24ウ ド (果実)25ア リノトウグサ (核)26シ ロネ属の一種 (果実)27イ ヌコウジュ属の一種 (果実)
28イ ヌコウジュ属又はシソ属の一種 (果実)29ン ソ属の一種 (果実)30エ ゴマ (果実)31菌 核



図版 21

0                             10mm

l(i79)ゴ ミムシ科 (体片) 2(i■ 1)コ ガネムシ科 (体片) 3(i79)ゾ ウムシ科 (羽) 4(i24、 i95)エ グリトビケラ (幼虫の巣)
5(i90)オ ングケトビケラ (幼虫の巣) 6(i34)ツ ツトビケラ (幼虫の巣) 7(178)ヨ ツメトビケラ (幼虫の巣) 8(i25)ト ビケラ
の幼虫 (頭部) 9(165)陸 上甲虫 (翅片) 10(i33)・ ■ (191)昆虫体片の検出状況

蛤
ガ

電
ヽ
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